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、
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縁
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よ
り
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く
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人
は
、い
つ
も
見
て
い
る
も
の
接
す
る
も
の
に
心
が
似
て
き
ま

す
。目
の
前
の
汚
れ
た
も
の
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。と
く
に

人
の
嫌
が
る
ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
磨
く
と
、心
も
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。ト
イ
レ
掃
除
は
、｢

自
分
を
磨
く
た
め
の｣

一
番
の
近
道
で
確

実
な
方
法
で
す
。

　
す
べ
て
は
一
人
か
ら
始
ま
り
ま
す
。家
庭
や
学
校
、職
場
、地

域
で
、一
人
か
ら
で
も
掃
除
を
始
め
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
仲
間
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。掃
除
を
す
る
人
は
汚
さ
な
く
な
り
ま
す
。

　

｢
一
人
の
百
歩
よ
り
、百
人
の
一
歩｣

。人
々
が
毎
朝
一
斉
に
身

の
回
り
を
掃
除
し
た
ら
、日
本
中
に
心
地
よ
い
風
が
吹
き
、穏
や

か
な
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。そ
う
な
れ
ば
人
々
の
心
が
美
し
く
な

り
、日
本
は
そ
し
て
世
界
は
か
な
ら
ず
良
く
な
り
ま
す
。

｢
掃
除
を
通
し
て
心
の
荒
み
を
な
く
し
、

世
の
中
を
良
く
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
心
願
で
す｣

●「
日
本
を
美
し
く
す
る
会
」の
理
念

「
清
風
掃
々
」を
手
に
さ
れ
た
方
へ

ど
う
ぞ
、
ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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■
日
程　
令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

■
場
所
と
人
数　
　

	　
計
１
１
４
名

　
新
宿
安
与
ホ
ー
ル（
リ
ア
ル
）	

15
名

　
Ｔ
Ｖ
会
議（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）73
か
所	

99
名

■
審
議 	

令
和
2
年
度
会
計
報
告
、

	

令
和
3
年
度
予
算
な
ど

☆
会
長
挨
拶

　
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
当
会
の
活
動

に
大
き
な
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
鍵
山
相
談
役
が
ひ
と
り
で
始
め
た

掃
除
が
、今
や
国
内
か
ら
海
外
に
ま
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。相
談
役
は
体
調
不

良
で
、今
は
外
に
お
出
に
な
れ
な
い
状

態
で
す
。
私
た
ち
も
、コ
ロ
ナ
も
あ
っ

て
学
校
に
ト
イ
レ
掃
除
の
声
を
か
け

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
文

科
省
へ
働
き
か
け
、活
動
の
新
た
な
展

開
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

本
日
は
初
の

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

で
、
執
行
部
で

議
論
し
て
き
た

｢
当
会
の
こ
れ

か
ら｣
を
お
話

し
し
ま
す
。

☆
審
議
事
項

・
令
和
２
年
度　
行
事･

決
算
報
告

・
令
和
３
年
度　
予
算

・
理
事　
退
任　
丸
山
修

　
　
新
任　
塩
貝　
久　
冨
田
浩
志

　
　
　
　
　
太
田
昌
浩　
縄
田
良
作

・
監
事　
新
任　
鍵
山
幸
一
郎

☆
報
告
事
項

・（
仮
）鍵
山
掃
除
道
記
念
誌

・
広
報　

｢

清
風
掃
々｣

、Ｗｅ
ｂ
化

・
海
外
の
活
動
報
告　
な
ど

☆
鍵
山
相
談
役
近
況　
鍵
山
幸
一
郎

　

体
調
は
相
変
わ
ら
ず
良
く
な
く
、

と
き
ど
き
ポ
ス
ト
に
ハ
ガ
キ
を
出
し
に

行
く
以
外
、
外
に
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
は
、こ
の
日
本
の
将
来

を
以
前
に
も
ま
し
て
案
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。
複
写
は
が
き
を
、毎
日
数
枚

書
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
人
に

と
思
っ
た
方
に
、
手
紙
を
添
え
て
本

を
送
っ
て
い
ま
す
。父
は
、ま
ず
自
分

が
実
行
し
、そ
の
姿
を
皆
さ
ま
に
見
て

頂
く
人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。体
の

利
か
な
く
な
っ
た
現
在
、「
自
分
に
で

き
る
こ
と
」を
考
え
て
や
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

第
14
回 

認
定
N
P
O
法
人　

日
本
を
美
し
く
す
る
会 

総
会
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☆
ま
と
め

　

今
回
は
、
当
会
の
節
目
に
す
る
つ

も
り
で
臨
み
ま
し
た
。
従
来
は
東
京

の
会
場
で
定
型
的
な
議
論
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
①
全
国
の
世
話
人
全

員
に
参
加
を
呼
び
か
け
②
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
③「
自
立
し
た
掃
除

道
」の
方
針
の
も
と
、
参
加
型
の
会
議

と
し
ま
し
た
。

　

①
②
は
、
台
湾
３
名
含
む
北
海
道

か
ら
沖
縄
の
１
１
４
名
が
参
加
。
③

は
、
理
念(

表
紙
裏)

・
方
針(

７
頁)

を

定
め
、
掃
除
の
目
的･

意
義
、
会
の
方

向
に
つ
い
て
、
会
員
に
加
え
教
育
関

係
や
一
般
の
方
も
視
野
に
入
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム（
下
表
）と
し
ま
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム(

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ)

　

執
行
部
は
昨
年
５
月
か
ら
、
そ
の

後
本
部
世
話
人
会
議
で
も
毎
月
使
っ

て
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
議
論
し
て
き

ま
し
た
。
総
会
も
こ
れ
で
や
ろ
う
と

決
め
た
の
は
、そ
の
１
か
月
前
。
大
規

模
な
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
初
め
て
で

し
た
の
で
、
機
材
準
備
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

決
定
、
参
加
者
集
め
、
発
表
資
料
作

成
な
ど
、
執
行
部
中
心
に
関
係
者
は

動
き
回
り
ま
し
た
。
特
に
意
を
用
い

た
の
は
、
途
中
２
回
の
ブ
レ
イ
ク
ア

ウ
ト（
分
科
会
の
議
論
）の
や
り
方
と

参
加
者
集
め
で
す
。
連
日
電
話
に
よ

る
参
加
勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
部
と
単
会
、
遠
く
の
人
同
士
が

つ
な
が
り
、
コ
ス
ト
・
時
間
が
大
幅

節
約
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

活
動
を
一
層
活
発
化
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

反
省
点
を
次
に
生
か
し
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
記
・
縄
田
良
作
）

【第２部】日本を美しくする会のこれからに向けて

13：40 	会長挨拶
13：45 	田中義人顧問「掃除道に生きる」
	 ビデオ講話（25分）
14：10 	意見交換 （ブレイクアウト）
14：45 	日本を美しくする会のこれからに向けて
	 ① 相談役からの言葉（5分）
	 ② 学校掃除の教育的意義（15分）
	 ③ 「学校教育に掃除の活用を」キャンペーン
	 　 街頭掃除の呼びかけ（20分）
15：25	意見交換 （ブレイクアウト）
15：50 	全体 質疑・意見交換（40分）
16：30 	閉会
16：45 	終了
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学
校
掃
除
の
教
育
的
意
義

　
縄
田　
良
作

　

25
年
以
上「
学
校
ト
イ
レ
掃
除
大

会
」を
各
地
で
開
い
て
き
て
、
掃
除
に

は
大
き
な
教
育
的
効
果
が
あ
る
こ
と

を
見
て
き
ま
し
た
。し
か
し
近
年
、学

校
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
会
員
か
ら
、学
校
掃
除
に
つ
い

て
①
な
ぜ
日
本
だ
け
す
る
の
か
。②
教

育
的
意
義
を
説
明
す
る
資
料
が
欲
し

い
、と
の
要
望
が
出
て
い
ま
し
た
。
以

下
、『
新
・
心
の
教
育
』（
沖
原
豊
著
・

学
陽
書
房)

か
ら
引
き
ま
す
。

世
界
の
学
校
掃
除

　
世
界
１
０
３
か
国
を
調
査
。

①
清
掃
員
型（
61
か
国
）
　

｢

掃
除
は
奴

隷
の
仕
事｣

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ

文
化
の
伝
統
的
掃
除
観
と
、｢

学
校
は

勉
強
す
る
と
こ
ろ｣

と
い
う
知
育
中
心

的
学
校
観
か
ら
く
る
。キ
リ
ス
ト
教
・

イ
ス
ラ
ム
教
の
欧
州
、米
大
陸
の
国
々

に
多
い
。

②
生
徒
型（
34
か
国
）掃
除
は
人
間
修

行
の
方
法
と
し
、日
本
な
ど
の
ア
ジ
ア

の
仏
教
国
に
多
い
。

③
折
衷
型（
８
か
国
）清
掃
員
、生
徒
の

両
方
が
す
る
。掃
除
は
労
働
の
一
環
と

す
る
社
会
主
義
教
育
か
ら
く
る
。ロ
シ

ア
な
ど
の
旧
社
会
主
義
国
。

学
校
掃
除
の
教
育
的
意
義

①
人
間
形
成

　

釈
迦
の「
掃
除
の
五
功
徳
」（
自
心

清
浄
、他
心
清
浄
、諸
天
歓
喜
す
・
・
）

や｢

周
梨
槃
特
の
悟
り｣

の
教
え
が
あ

り
ま
す
。日
本
の
掃
除
が
生
徒
型
で
あ

る
由
来
は
、お
釈
迦
様
な
の
で
す
。

②
清
潔
の
習
慣

　
日
本
人
は
清
潔
を
愛
す
る
国
民
と

言
わ
れ
ま
す
。
例
と
し
て
、
仏
教
、
神

道
、
武
道
、
経
営
の「
５
Ｓ
」、
さ
ら
に

「
お
茶
の
心｣｢

出
船
精
神｣｢

Ｗ
杯
で
の

日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
の
清
掃｣

な
ど
の

「
お
も
て
な
し
の
心｣

が
あ
り
ま
す
。

③
公
共
心
・
協
調
心
の
育
成

　
整
理
整
頓
す
る
習
慣
は
、｢

公｣

の
も

の
を
大
事
に
す
る
心
を
育
て
ま
す
。子

ど
も
時
代
に｢

良
い
習
慣｣

を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
、一
生
の
財
産
で
す
。

④
勤
労
の
価
値
を
学
ぶ

　
子
ど
も
の
労
働
機
会
が
少
な
い
今

の
時
代
、勤
労
の
尊
さ
を
学
ぶ
重
要
性

は
、教
育
関
係
法
令
で
も
奨
励
さ
れ
て

い
ま
す
。
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「
学
校
教
育
に
掃
除
の
活
用
を
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン副

会
長　
白
鳥　
宏
明

　
世
話
人
の
高
齢
化
・
後
継
者
難
、そ

し
て
鍵
山
相
談
役
が
５
年
前
に
体
を

壊
さ
れ
現
場
に
お
出
に
な
れ
な
く
な

り
、
そ
し
て
こ
の
コ
ロ
ナ
で
、
活
動
が

衰
え
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。状

況
を
お
聞
き
す
る
と
、全
国
１
０
０
か

所
以
上
の
単
会
の
う
ち
、活
動
中
は
半

分
に
も
満
た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推

察
し
ま
す
。こ
の
傾
向
は
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
の
こ
と
で
、私
た
ち
は
当
会
の
将

来
に
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。

理
念
・
方
針
の
作
成
と

｢

自
立
の
掃
除
道｣

へ

　
今
私
た
ち
は
、「
何
の
た
め
に
掃
除

を
す
る
の
か
」と
い
う
問
い
を
各
自
が

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。皆
が
同
じ
価
値

観
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
、執
行

部
な
ど
で
数
度
の
議
論
を
重
ね
、理
念

と
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

｢

掃
除
を
通
し
て
心
の
荒
み
を
な
く

し
、世
の
中
を
良
く
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
心
願
で
す｣

を
理
念
と
し
、
今
後

各
自
が
自
立
し
た
掃
除
を
続
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

文
科
省
へ
の
働
き
か
け

　
一
昨
年
中
教
審
答
申
が
出
て
、各
地

の
掃
除
大
会
が
中
止
さ
れ
た
り
し
た

た
め
、私
た
ち
は
署
名
運
動
を
始
め
よ

う
と
し
ま
し
た
。そ
の
後
思
い
違
い
に

気
が
つ
き
、「
学
校
教
育
に
掃
除
の
活

用
を
！
」の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
転
換
し
、

様
々
な
動
き
を
し
て
き
ま
し
た
。金
沢

の
市
山
勉
様
や
新
潟
の
村
山
正
文
様

に
は
、地
元
の
政
治
家
を
ご
紹
介
頂
き

ま
し
た
。

　
昨
年
末
田
野
瀬
文
科
副
大
臣
に
面

談
し
、今
年
文
科
省
か
ら
、土
曜
日
や

夏
休
み
な
ど
を
使
っ
た
出
前
授
業「
土

曜
学
習
応
援
団
」の
提
案
を
頂
き
ま
し

た
。
２
０
１
４
年（
平
成
26
）に
始
ま

り
、現
在
８
０
０
団
体
以
上
が
登
録
し

て
い
る
そ
う
で
す
。こ
れ
は
私
た
ち
に

と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
、賛

同
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

街
頭
清
掃
の
お
す
す
め

　

｢

密｣

を
避
け
た
ト
イ
レ
掃
除
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
屋
外
で
行
う

「
街
頭
清
掃
」の
実
施
を
呼
び
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
宅
前
の
道
路
、
神

社
、
公
園
、
駅
、
バ
ス
停
な
ど
ど
こ
で

で
も
で
き
ま
す
。大
し
た
準
備
は
い
り

ま
せ
ん
。
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、一
人

で
も
自
由
に
で
き
る
街
頭
清
掃
を
さ

れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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参
加
者
の
感
想
や
ご
意
見

掃
除
の
効
果

・�

毎
朝
１
時
間
掃
除
を
し
て
い
る
。昔

は
他
人
の
目
が
気
に
な
っ
た
が
、
今

は
自
分
が
楽
し
ん
で
い
る
。

・�

口
で
説
教
し
て
も
ど
う
し
て
も
出
来

な
か
っ
た
人
間
教
育
が
、掃
除
で
で

き
る
と
分
か
っ
た
。

・�

現
代
は
い
じ
め
、不
登
校
の
人
が
多

い
。
人
に
喜
ば
れ
て
自
信
を
つ
け
、

自
己
肯
定
感
を
持
て
る
掃
除
は
、１

つ
の
効
果
的
な
方
法
だ
と
思
う
。

学
校
掃
除

・�

学
校
掃
除
は
、大
人
が
一
緒
に
す
る

こ
と
が
大
切
。
子
ど
も
た
ち
に
、
真

面
目
に
生
き
て
い
る
大
人
の
姿
を
見

せ
ら
れ
、良
い
影
響
が
あ
る
。

・�

メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
ト
ッ
プ
の
学
校

長
に
伝
え
、感
動
さ
せ
な
い
と
動
か

な
い
。
台
湾
で
は
、
大
学
進
学
の
条

件
に
部
活
・
社
会
貢
献
が
評
価
さ
れ

る
。台
美
の
掃
除
に
参
加
す
る
と
認

定
を
受
け
ら
れ
、進
学
に
評
価
が
加

算
さ
れ
る
。（
台
湾
美
化
協
会
）

・�

教
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。理
解

者
を
増
や
し
て
い
く
し
か
な
い
。

・�

掃
除
に
理
解
の
あ
る
先
生
が
、
転

任
先
で
校
長
か
ら
ス
ト
ッ
プ
が
入
っ

た
。結
局
校
長
に
よ
る
。

・�

若
い
人
に
は
、
20
歳
代
半
ば
ま
で
に

掃
除
を
学
ん
で
欲
し
い
。人
間
的
に

成
長
し
、人
生
が
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
。父
の
日
の
行
事
の
父
子
参
加

型
の
掃
除
も
よ
い
。す
る
前
と
終
わ

っ
た
後
で
は
、表
情
が
違
う
。

・�

子
ど
も
た
ち
に
掃
除
を
す
る
き
っ
か

け
を
作
っ
て
あ
げ
て
欲
し
い
。

高
齢
化
、会
の
将
来

・�

子
は
親
を
見
て
育
つ
。会
社
で
社
長

が
先
頭
に
立
っ
て
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
継
続
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。

・�

会
員
は
高
齢
化
と
固
定
化
が
進
ん
で

お
り
、新
た
な
広
が
り
が
な
い
。

・�

次
の
世
代
は
い
な
い
。
元
気
あ
る
シ

ニ
ア
で
頑
張
っ
て
い
く
。

・�

鍵
山
イ
ズ
ム
を
元
に
し
つ
つ
も
頼
り

す
ぎ
ず
、
基
本
に
戻
り
、メ
ン
バ
ー

も
若
返
る
よ
う
に
し
た
い
。

今
回
の
総
会
の
意
義
な
ど

・�

全
国
の
方
々
の
顔
と
名
前
を
確
認
出

来
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
活

動
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
。

・�

共
有
デ
ー
タ
を
多
く
集
め
デ
ジ
タ
ル

化
も
行
い
、一
般
に
広
げ
た
い
。（
密

に
な
ら
な
い
）街
頭
清
掃
は
市
民
に

伝
え
ら
れ
る
、の
意
見
も
あ
り
。

・�「
掃
除
の
世
界
事
情
」を
初
め
て
聞
い

た
。
わ
が
国
の
文
化
に
対
し
て
、
新

た
に
認
識
し
た
印
象
を
持
っ
た
。
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日本を美しくする会の方針 ｢今こそ鍵山掃除道の普及を｣
私たちは、三つの困難を乗り越え、 世の中を良くしていくために、以下のことに努めます。

○��掃除道を広げる　自分磨きの 先にある自らの徳性の向上を通じて、社会を良くしていく道徳教育に
貢献し、日本の将来の為に謙虚な温かい心遣いでお世話をしながら、世界中に広げてほしい。
○人生や会社・学校・行政経営に活かす　鍵山秀三郎氏の掃除哲学を今一度よく学び、活かす。
○� 「実践」と「学び」を両輪とする　ひたすら掃除に励む「実践」と掃除哲学を学び考え議論する「学
び」 との両輪を和とし、よりよい日本を築いていくための一人となって欲しい。

　戦前の価値観の否定から始まった戦後社会は、復興に伴う経済重視の方針の下、合理性と成果
ばかりが重視されてきた結果、物質面では驚くほど豊かになりましたが、逆に「自分さえ・今さえ良け
れば」の利己主義が蔓延し、人への思いやりに欠けた心の貧しい社会となりました。その結果が1991年
（平成3）のバブル経済の崩壊であり、人間の欲望が一瞬で泡となって消えていきました。
　（会の発足）その最中の1993年（平成5）、鍵山相談役の生き方に共感する人たちが岐阜県大正村に集
まり、日本を美しくする会が誕生しました。集まった人たちは、「掃除」が自分の心を厚く覆う自我を取り払
い、人間が本来持つ良知を目覚めさせると氣付き、物の追求では味わうことのできなかった心の充足を
知ることができました。バブル崩壊による「価値観の転換」です。それまで見向きもされなかった掃除の中
に、より良い生き方があることを知った掃除人は、積極的に会社や学校、地域での掃除実践を始め、暴
走族の解散や荒れて手の付けられなかった学校を正常化するなどの実例にあるように、心の荒みのな
い穏やかで思いやりのある社風や校風づくりに貢献してきました。そしていまや掃除に学ぶ会は、全国に 
100カ所以上、アメリカ・ ブラジル・台湾・ルーマニアなど海外にも支部があり、年間10万人規模の参加
があるほどの活動になりました。
　（三つの困難）しかし、発足から30年弱、会は三つの大きな困難を抱えています。まず、「会の高齢化・
後継者不足」です。相談役は体調を崩され、直接お会いして話を聞くことも難しくなり、また相談役に直接
薫陶を受けた方 も々ご高齢になり、会の存続が難しいところも多くあります。二つ目が、2019年1月の「中教
審答申」です。このことで、学校での掃除活動がこれまでのようにできないという試練に見舞われていま
す。そして三つ目が、今回の新型コロナウイルスによる社会の混迷です。相談役も、この騒動の中で時間
だけが過ぎて会員の氣力が萎え、会自体が自然衰微していくのではないかと大変危惧されています。
　（私たちは何をすべきか）今回のコロナウイルスの猛威は、物や金中心の経済活動を突然に縮小させ
る一方で、人間の心の充足へと、「価値観の転換」の必要を我 に々迫ってもいます。すなわち、相談役が
これまで示してこられた「今あるものを限りなく生かしていく生き方」、「日本人が先祖代々受け継いできた
日本人の美徳を守る生き方」に戻ることが求められています。60年前から日本の行き詰まりを察知された相
談役は、絶大なる尊敬と実践力で先頭に立ち、世間に人間の正しい生き方について、身を削りながら警
鐘を鳴らしてこられました。そのことを相談役から学んだ私たちは、｢伝道者｣｢実践人｣として、コロナ後に
求められる本物の価値観を伝えていかなければならないと思います。すなわち、私たち一人ひとりが相談
役の思いを引き継ぎ、より良い社会の実現のため、100人の一歩、1000人の一歩へと歩み始めることが、三
つの困難を乗り越え、世の中から荒みをなくしていく道だと確信しています。
　（世の中のために） 掃除に参加したことがない人たちに対して、掃除に興味を持ってもらえるように情報
発信し、心の喜びに氣付いてもらえる場を設けましょう。まず、「学校教育に掃除の活用を！」の広報活動を
通じて、人 に々日本の伝統文化｢掃除｣が持つ人間形成（＝道徳）への効果と意義を伝えましょう。そして、
一人でも多くの方が身の回りの掃除に取り組んでいただける世の中をめざしていきましょう。日本を美しく
する会の運動を、日本全国から世界に広げていきましょう。
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新
宿
・
渋
谷
街
頭
清
掃

	
世
界
に
広
が
っ
た
活
動

東
京
掃
除
に
学
ぶ
会
　
千
種 

敏
夫

　

世
界
有
数
の
歓
楽
街
、
新
宿
歌
舞

伎
町
は
、１
９
９
０
年
代
ま
で
は
風
俗

店
や
暴
力
団
な
ど
の
黒
社
会
に
よ
り
、

極
端
に
汚
く
危
険
で
、一
般
人
が
気

楽
に
歩
け
る
街
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
は
、

「
日
本
の
首
都
と
し
て
国
際
的
に
恥
ず

か
し
い
」と
し
て
、
２
０
０
３
年（
平

成
15
）春
、
広
島
県
警
本
部
長
で
あ
っ

た
竹
花
豊
氏
を
治
安
担
当
副
知
事
に

招
聘
し
、
歌
舞
伎
町
の
治
安
回
復
に

着
手
、竹
花
氏
は「
歌
舞
伎
町
浄
化
作

戦
」の
総
指
揮
を
執
っ
た
の
で
す
。

＊

竹
花
豊
氏
の
東
京
都
副
知
事
就
任

　
広
島
で
暴
走
族
の
取
締
り
に
、ト
イ

レ
掃
除
な
ど
を
行
っ
て
成
果
を
上
げ
た

竹
花
氏（｢

清
風
掃
々
」第
35
号
）。同
年

７
月
１
日
、神
奈
川
掃
除
に
学
ぶ
会
の

丸
山
正
信
代
表
世
話
人
が
中
心
と
な

り
、氏
の
副
知
事
就
任
の
お
祝
い
と
し

て
、都
庁
周
辺
の
早
朝
掃
除
を
始
め
ま

し
た
。月
に
一
度
、東
京
、神
奈
川
中
心

の
50
～
60
名
に
よ
る
こ
の
掃
除
は
、東

京
の
街
頭
清
掃
の
始
ま
り
で
し
た
。そ

れ
を
知
っ
た
竹
花
副
知
事
か
ら
、「
自
分

は
東
京
の
治
安
を
よ
く
す
る
た
め
に
来

ま
し
た
。で
き
れ
ば
歌
舞
伎
町
の
浄
化

を
手
伝
っ
て
頂
け
ま
せ
ん
か
」と
、掃
除

の
会
に
要
請
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
あ
の
歌
舞
伎
町
で
す
。掃
除
の
会
と

し
て
も
、相
応
の
体
制
を
作
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。東
京
に
５
か
所（
城
東
、

城
北
、
城
南
、
多
摩
、
三
鷹
）あ
っ
た

掃
除
に
学
ぶ
会
を「
東
京
掃
除
に
学
ぶ

会
」に
一
本
化
、力
を
結
集
し
、そ
の
責

任
者
を
私
千
種
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。私
と
日
本
を
美
し
く
す
る
会
事

務
局
の
新
上
政
広
氏
は
、早
朝
事
前
下

見
を
３
回
行
い
ま
し
た
。驚
く
よ
う
な

ゴ
ミ
の
量
と
荒
れ
よ
う
で
し
た
。鍵
山

相
談
役
の
指
導
の
も
と
、新
宿
区
や
新

宿
警
察
と
打
合
せ
を
重
ね
、歌
舞
伎
町

商
店
街
振
興
組
合
の
理
事
と
の
ご
縁
も

で
き
、そ
し
て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

特　

集
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２
０
０
４
年（
平
成
16
）１
月
15
日
開
始

　

遠
く
は
与
論
島
か
ら
、
全
国
の
掃

除
仲
間
が
２
０
０
名
以
上
集
ま
り
ま

し
た
。
十
数
人
ご
と
の
班
に
分
か
れ
、

各
班
の
周
り
を
制
服
、
私
服
警
官
が

守
る
物
々
し
い
掃
除
で
、た
む
ろ
し
て

い
た
人
は
コ
ソ
コ
ソ
と
ビ
ル
に
入
っ
て

い
く
よ
う
な
異
様
な
活
動
で
し
た
。

　

街
頭
清
掃
に
初
め
て
参
加
し
た

人
々
に
は
、鍵
山
相
談
役
の
実
践
指
導

や
周
辺
・
参
加
者
へ
の
気
配
り
は
、新

鮮
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、う
れ

し
く
も
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、回
を
重
ね
る
ご

と
に
工
夫
を
加
え
、必
要
な
道
具
を
揃

え
、現
在
の「
新
宿
・
渋
谷
街
頭
清
掃
」

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
年
、
新
宿
区
議
の
紹
介
で
駅

西
口
街
頭
清
掃
を
、さ
ら
に
東
口
商
店

街
振
興
組
合
理
事
長
と
の
ご
縁
を
得
、

結
局
歌
舞
伎
町
と
東
口
と
西
口
の
３

ヶ
所
を
、月
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。参
加
者
は

毎
回
１
３
０
～
１
５
０
名
で
し
た
。

　

す
る
と
、
新
宿
区
役
所
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
に
街

頭
清
掃
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
同

年
12
月
、
第
１
回「
新
宿
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」と
銘
打
っ
た
掃
除
大
会
を

１
５
０
０
人
で
開
催
し
た
の
で
す
。こ

れ
は
そ
の
後
も
続
き
、
毎
年
年
末
に

多
く
の
人
が
参
加
し
、
現
在
は
３
千

～
４
千
人
が
集
ま
る
大
掃
除
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
竹
花
氏
の「
歌
舞
伎
町
浄
化
作
戦
」

な
ど
と
の
総
合
的
な
取
り
組
み
の
結

果
、
新
宿
の
街
は
目
に
見
え
て
景
観

が
変
わ
っ
て
い
き
、そ
れ
に
伴
っ
て
治

安
が
劇
的
に
良
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
竹
花
さ
ん
に
よ
る
と「
掃
除
が
一

つ
の
大
き
な
核
と
な
っ
た
」と
い
わ
れ

ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
は
最
後
に
述
べ

ま
す
。

　

実
は
、
新
宿
東
口
商
店
街
の
理
事

長
は
、
当
初「
ウ
サ
ン
臭
い
集
団
」だ

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、の
ち
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ「
こ
こ
ろ
の
時
代
」で

鍵
山
相
談
役
の
こ
と
を
知
り
、
ま
た

徹
底
し
た
掃
除
と
そ
の
継
続
を
見
て
、

「
こ
れ
は
本
物
だ
」と
驚
い
た
そ
う
で

す
。
相
談
役
の「
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い



10

は
何
も
せ
ず
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」と

の
助
言
で
続
け
た
結
果
、理
事
長
も
私

た
ち
を
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、今

で
は「
何
で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
」と

仰
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年（
平
成
28
）新
宿
区
長
か

ら
、２
０
１
８
年（
平
成
30
）に
は
新
宿

東
口
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
か
ら
、

私
た
ち
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

渋
谷
へ
の
波
及

　
２
０
０
９
年（
平
成
21
）年
、渋
谷
道

玄
坂
商
店
街
振
興
組
合
か
ら
、街
頭
清

掃
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。地
元
協
力
者
の
い
な
い

新
宿
駅
西
口
は
や
め
、歌
舞
伎
町
と
新

宿
東
口
と
渋
谷
の
３
か
所
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
６
年
く
ら
い
経
っ
て
、渋
谷
は
路
上

駐
車
禁
止
の
厳
格
化
か
ら
や
む
な
く
撤

退
し
た
の
で
す
が
、し
か
し
そ
の
後
２

年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、渋
谷
区
、渋

谷
警
察
、渋
谷
道
玄
坂
商
店
街
振
興
組

合
の
皆
さ
ん
が
協
同
し
て
動
い
て
く
だ

さ
り
、道
玄
坂
の
民
間
駐
車
場
に
無
料

駐
車
の
許
可
を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、

活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。渋
谷
区
か
ら

は
、「
渋
谷
区
」の
名
義
使
用
許
可
申
請

を
助
言
さ
れ
ま
し
た
が
、行
政
や
地
元

の
協
力
が
あ
る
と
、活
動
は
大
き
く
進

み
ま
す
。

参
加
者
や
関
係
者
へ
の
感
謝

　
開
催
は
２
３
０
回
を
数
え
、こ
の
コ

ロ
ナ
過
で
は
状
況
を
見
つ
つ
、予
防
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者　
　
１
２
０
～
１
３
０
名
で

す
が
、
何
も
し
な
け
れ
ば
減
り
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
案
内
書
を
、世
話
人
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
た
り
、別
の
活
動
の
と

き
に
新
た
な
仲
間
と
縁
を
つ
く
っ
て
、

人
を
集
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

閉
会
式
で
は
、
初
参
加
の
方
に
感

想
発
表
を
お
願
い
し
ま
す
。「
気
持
ち

よ
か
っ
た
」「
徹
底
し
た
掃
除
に
は
驚

き
勉
強
に
な
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
は
ご

み
を
捨
て
ず
、
拾
う
側
に
な
り
ま
す
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
話
し
て

く
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
ら
は
初
参

加
者
を
モ
ー
ニ
ン
グ
に
誘
っ
て
フ
ォ

ロ
ー
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。社
会
貢
献

活
動
を
求
め
る
若
者
が
多
い
現
在
、こ

の
働
き
か
け
に
よ
り
、リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
っ
た
り
、あ
と
に
繋
が
る
関
係
を
作

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、実
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

　
掃
除
道
具　
　
必
要
な
道
具
や
備

品
を
揃
え
て
き
ま
し
た
。
シ
オ
ガ
イ

グ
ル
ー
プ
さ
ん
が
こ
れ
ら
を
保
管
管

理
し
、毎
回
必
要
数
を
準
備
し
、開
催
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場
所
へ
運
搬
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。社

員
さ
ん
も
参
加
し
て
、
ゴ
ミ
の
分
別

を
担
当
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
掃
除
道
具
は
、年
に
一
回
世
話
人
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
、大
事
に
使
っ
て

い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
回
収　
　
区
役
所
の
方
が
早

朝
、遠
方
通
勤
の
方
は
前
泊
も
し
て
収

集
に
来
て
く
れ
ま
す
。新
宿
で
は
当
初
、

２
ト
ン
車
２
台
分
近
い
ゴ
ミ
が
あ
り
、

み
な
そ
の
量
に
驚
き
ま
し
た
。し
か
し

今
は
、２
ト
ン
車
に
半
分
く
ら
い
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
を
見
る
と
感
無
量
の
感

が
し
ま
す
。と
こ
ろ
が
、
初
参
加
者
に

は
こ
れ
は
驚
き
の
量
の
よ
う
で
す
。

　
参
加
者
、世
話
人
、道
具
管
理
、行

政
、地
元
商
店
街
な
ど
、多
く
の
皆
様

に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

波
及
効
果
二
件

（
１
）犯
罪
の
激
減

　
新
宿
警
察
署
管
内
の
犯
罪
件
数
は
、

大
き
く
減
少
し
ま
し
た(

グ
ラ
フ)

。こ

の
う
ち
、歌
舞
伎
町
だ
け
だ
と
、始
め

て
３
年
で
30
％
減
少
し
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。現
在
は
半
分
以
下
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
街
が
き
れ
い
に

な
る
と
、犯
罪
が
減
り
ま
す
。環
境
を

整
え
る
と
安
心
安
全
な
街
に
な
り
ま

す
。す
る
と
人
が
集
ま
り
、経
済
効
果

も
上
が
り
ま
す
。
新
宿
東
口
商
店
街

は
、自
分
た
ち
も
掃
除
を
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、お
客
が
増
え
売
り
上
げ
も
伸

び
た
そ
う
で
す
。掃
除
は
す
べ
て
の
循

環
に
好
影
響
を
与
え
る
の
で
す
。

（
２
）街
頭
清
掃
が
広
ま
る

　

東
京
が
始
め
る
前
に
行
っ
て
い
た

の
が
、
博
多
駅（｢
清
風
掃
々
」第
36

号
）、
新
横
浜
駅
周
辺
で
す
。
後
に
始

め
た
の
が
、
名
古
屋
、
京
都
、
山
梨
、

大
阪
淀
川
な
ど
で
す
。さ
ら
に
、ル
ー

マ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
北
京
、
台
湾
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、ブ
ラ
ジ
ル
、イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
な
ど
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

日
本
の
首
都
東
京
歌
舞
伎
町
で
の
活

動
は
、
国
内
か
ら
世
界
に
ま
で
及
ん

だ
の
で
す
。

(

194-

0043
町
田
市
成
瀬
台
２-

30-

14-

Ｃ
303)
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京
都
新
洗
組
、参
上
！

若
者
、よ
そ
者
、バ
カ
者
が
変
え
る

京
都
掃
除
に
学
ぶ
会
　
山
本
　
保
弘

　

京
都
新
洗
組
は
、
京
都
掃
除
に
学

ぶ
会
の
一
つ
と
し
て
、２
０
０
８
年（
平

成
20
）に
発
足
し
、京
都
一
の
繁
華
街
・

木
屋
町
通
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。毎
週
土
曜
日（
除
第
２
土
）朝
６

時
に
旧
立
誠
小
学
校
跡
地
前
に
集
合

し
、地
元
の
方
と
老
若
男
女
、楽
し
く

お
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。立
ち
上
げ
に

関
わ
っ
た
山
本
保
弘
氏
に
新
洗
組
の

魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。

＊

新
洗
組
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ

た
の
で
す
か

　
か
ね
て
よ
り
鍵
山
掃
除
道
を
、ト
イ

レ
掃
除
だ
け
で
語
る
と
誤
解
が
生
ま

れ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。ト
イ
レ
に

限
ら
ず
、そ
の
場
を
と
こ
と
ん
お
掃
除

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
場
の
氣
が
変

わ
り
ま
す
。凛
と
し
て
背
筋
が
伸
び
る

場
、心
素
直
に
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
場
、良
い
氣
が
流
れ
る
場
、そ
ん
な

掃
除
こ
そ
が
真
骨
頂
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。京
都
で
全
国
大
会
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
お
話
が
来
た
時
、是
非
と
も
街

頭
清
掃
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、「
荒
れ
て
い
た
木
屋
町
界
隈

を
若
者
の
手
で
掃
除
を
し
た
い
。い
つ

の
時
代
も
世
の
中
を
変
え
て
い
く
の
は

『
若
者
、よ
そ
者
、バ
カ
者
』だ
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
想
い
に
す
ぐ
さ

ま
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、戸
田

紳
司
さ
ん
。そ
し
て
、当
時
佛
教
大
学

の
学
生
で
初
代
隊
長
・
大
田
明
光
さ
ん
、

大
会
実
行
委
員
長
・
加
藤
陽
一
さ
ん
を

中
心
に
、全
国
大
会
の
成
功
祈
願
と
し

て
、半
年
間
毎
朝
木
屋
町
の
掃
除
を
し

ま
し
た
。そ
の
後
、大
会
世
話
人
の
想

い
を
乗
せ
て
、新
洗
組
は
始
ま
り
ま
す
。

新
洗
組
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か

　

相
田
み
つ
を
さ
ん
の
文
章
に
あ
り

ま
す
。お
坊
さ
ん
が
霧
の
中
を
歩
い
て
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い
る
と
、知
ら
ぬ
間
に
仏
の
教
え
と
い

う
霧
が
衣
を
し
っ
ぽ
り
と
濡
ら
す
と
い

う「
霧
衣
」。理
想
の
教
え
と
は
こ
う
い

う
も
の
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。私

た
ち
世
話
人
が
、ど
の
よ
う
に
し
て
若

者
た
ち
に
掃
除
道
を
伝
え
て
い
け
る
の

か
。そ
の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
開
始
を
朝
６
時

と
す
る
。そ
の
時
間
帯
に
夜
が
明
け
ま

す
。若
者
は
そ
の
時
間
に
来
る
だ
け
で

一
〇
〇
点
。

　
②
若
者
た
ち
に
運
営
を
任
せ
る
。口

出
し
は
せ
ず
、道
具
と
お
金
は
惜
し
み

な
く
出
す
。新
洗
組
は
未
来
へ
の
種
ま

き
で
す
。

　
③
掃
除
の
う
ん
ち
く
を
語
ら
な
い
。

後
ろ
姿
で
教
え
る
。
支
え
る
大
人
は
、

後
ろ
姿
を
磨
い
て
、魅
力
的
な
存
在
に

な
る
。こ
れ
ら
を
ル
ー
ル
化
せ
ず
、
大

切
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

新
洗
組
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
麻
野
博
司
さ
ん
は
、地
元
の
元
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
。近
場
だ
か
ら
と
５
時
過
ぎ
に

倉
庫
に
来
て
道
具
を
準
備
。戸
田
さ
ん

は
一
番
汚
い
場
所
に
率
先
突
撃
。坂
本

孝
子
さ
ん
は
、
寒
い
冬
、ポ
リ
タ
ン
ク

に
お
湯
を
入
れ
バ
イ
ク
で
運
搬
。前
田

佳
織
さ
ん
は
、若
者
た
ち
の
目
覚
ま
し

電
話
に
お
迎
え
…
。

　

看
護
師
の
大
西
由
香
さ
ん
は
、
体

調
管
理
班
。こ
わ
も
て
の
加
藤
陽
一
さ

ん
や
私
や
学
校
の
先
生
は
、見
守
り
警

備
兼
任
掃
除
。美
味
し
い
サ
バ
寿
司
を

作
っ
て
来
て
く
だ
さ
る
福
井
三
千
子
さ

ん
。引
き
こ
も
り
支
援
の
藤
尾
ま
さ
よ

さ
ん
や
田
中
さ
ん
。数
え
上
げ
れ
ば
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
洗
組
は
、母
親
の
愛
と
父
親
の
厳

し
さ
、母
の
涙
と
お
や
じ
ギ
ャ
グ
で
運

営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
京
都
府
警
の
特
別
警
察
小
隊
長
さ

ん
が
、就
任
ご
と
に
ご
挨
拶
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
毎
晩
、
嫌
に
な
る
よ
う

な
事
件
の
数
々
の
中
、夜
明
け
に
私
た

ち
を
見
つ
け
る
と
天
使
に
見
え
ま
す
、

と
。「
私
た
ち
は
法
規
で
も
っ
て
日
本

を
守
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん

は
、ほ
う
き
を
持
っ
て
木
屋
町
を
守
っ

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」　
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
笑

い
合
い
ま
す
。

鍵
山
相
談
役
の
教
え
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
た
ら
い
の
水
の
教
え
」が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
た
ら
い
で
、み
ん
な
で
洗

濯
を
し
て
い
た
時
代
、相
手
に
ど
う
ぞ

ど
う
ぞ
と
自
分
の
泡
を
送
り
ま
す
。一

見
、手
元
か
ら
無
く
な
り
損
し
た
よ
う
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に
見
え
ま
す
が
、回
り
ま
わ
っ
て
自
分

に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
お
話
で
す
。こ

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
①
車
を
停
め
て
い
た
正
面
橋
が
、耐

震
検
査
で
危
険
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

注
意
さ
れ
る
前
に
、有
料
駐
車
場
に
移

動
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
、キ

ャ
ピ
タ
ル
東
洋
亭
の
高
橋
克
彰
さ
ん

が
、無
償
で
駐
車
場
を
使
っ
て
下
さ
い

と
申
し
出
ら
れ
ま
し
た
。

　
②
不
法
駐
輪
撲
滅
と
し
て
旧
立
誠

小
学
校
内
に
駐
輪
場
が
出
来
ま
し
た
。

す
ぐ
に
移
動
し
ま
し
た
。す
る
と
、
自

治
連
合
会
長
の
諸
井
誠
一
さ
ん
が
新

洗
組
さ
ん
は
無
料
に
し
ま
す
と
。

地
元
の
方
に
も
新
洗
組
の
活
動
が
認

知
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
６
年
を
過
ぎ
た
頃
、
諸
井
さ
ん
が

来
ら
れ
ま
し
た
。若
者
た
ち
の
活
動
に

感
動
し
、毎
回
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。冬
は
寒
い
だ
ろ
う

と
、小
学
校
の
会
議
室
を
使
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
暖
か
い
部
屋
、
ト
イ
レ
、

お
湯
が
使
え
る
。新
洗
組
の
活
動
が
地

元
に
認
め
て
頂
い
た
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
桜
祭
り（
写
真
）

の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
新
洗
組

に
高
瀬
舟
を
曳
い
て
も
ら
い
た
い
と
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。歴
史
あ
る
高
瀬

川
・
高
瀬
舟
を
保
存
す
る
取
り
組
み
で

す
。
私
た
ち
は
、「
は
い
、
喜
ん
で
！
」

と
多
く
の
学
生
た
ち
と
参
加
し
、新
し

い
出
逢
い
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

桜
の
舞
い
散
る
高
瀬
川
。忘
れ
ら
れ
な

い
青
春
の
思
い
出
で
す
。

　

元
立
誠
小
学
校
は
、
２
０
２
０
年

（
令
和
２
）ホ
テ
ル
に
な
り
、自
治
会
の

ス
ペ
ー
ス
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

倉
庫
に
新
洗
組
の
お
掃
除
道
具
も
置

い
て
く
だ
さ
い
、と
言
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

学
生
の
送
別
会
は
特
別
な
会
だ
と
聞

き
ま
し
た

　
私
た
ち
は「
出
発
式
」と
呼
び
ま
す
。

手
作
り
の
会
場
。
思
い
出
、
未
来
へ
の

夢
、志
を
宣
言
し
て
、多
く
の
学
生
た
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ち
が
、社
会
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。毎
年
、

胸
が
キ
ュ
ン
と
な
る
寂
し
く
も
嬉
し
い

行
事
で
す
。

　

社
会
の
荒
波
に
負
け
る
な
！　

私

た
ち
は
、あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た
た
ち

を
い
つ
も
応
援
し
て
い
る
よ
。私
た
ち

は
い
つ
ま
で
も
木
屋
町
で
掃
除
を
し
て

い
る
。
も
し
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た

り
、
悲
し
い
事
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
、

い
つ
で
も
帰
っ
て
き
た
ら
い
い
。
笑
顔

と
元
気
を
い
っ
ぱ
い
充
電
し
に
、い
つ

で
も
来
た
ら
い
い
か
ら
。そ
し
て　
日

本
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
っ
せ
～
と
。今

春
、五
代
目
隊
長
の
影
山
優
作
君
が
出

発
し
ま
す
。

最
後
に
、
新
洗
組
を
卒
業
し
た
仲
間

の
活
躍
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　
は
い
。地
元
や
就
職
先
で
自
分
の
新

洗
組
を
立
ち
上
げ
、活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
福
盛
晶
子
さ
ん
は
博
多
新
洗

組
。澤
田
樹
君
は
姫
路
新
洗
組
。永
目

憲
一
郎
君
は
名
古
屋
新
洗
組
。吉
野
将

史
君
は
渋
谷
新
洗
組
を
作
っ
て
、次
の

世
代
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。時
政
和
輝
君
は
、卒
業
後

も
京
都
に
残
っ
て
、京
都
掃
除
に
学
ぶ

会
の
代
表
を
や
っ
て
い
ま
す
。会
の
若

返
り
を
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊

　
最
後
に
、時
政
和
輝
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
京
都
新
洗
組
は
ど
ん
な
人
も
温
か

く
受
け
容
れ
応
援
し
て
く
れ
る
、
心
の
故

郷
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
新
洗
組
の
ぬ

く
も
り
は
、
人
の
心
を
温
め
、
地
域
を
温

め
、
そ
し
て
町
を
少
し
ず
つ
き
れ
い
に
し

て
い
き
ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
積
極
的
な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
困
難
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
た
ち
以
前
に
お
掃

除
を
続
け
て
く
れ
た
人
た
ち
が
い
る
こ

と
、
雨
の
日
も
嵐
の
日
も
、
例
外
な
く
続

け
て
く
れ
た
人
た
ち
が
い
た
か
ら
こ
そ
、

お
掃
除
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、

私
た
ち
も
出
来
る
範
囲
で
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
比
叡
山
延
暦
寺
に

あ
る
不
滅
の
法
灯
の
よ
う
に
、
新
洗
組
の

火
を
消
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
お
掃
除

を
続
け
て
い
き
ま
す
」

(

617-

0851
京
都
府
長
岡
京
市
光
風
台
13-

14)

2017.9.17門川大作京都市長(中央)
インド･バラナシ市WHスミス校との交流事業。

校長と生徒に囲まれ。
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第
11
回
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
コ
ロ
ナ
に
負
け
へ
ん
で

大
会
実
行
委
員
長
　
町
田
　
豊
彦

■
日
程	

２
０
２
０
年(
令
和
２)

	

10
月
24
日
～
25
日

■
掃
除
場
所　
天
王
寺
動
物
公
園

■
参
加　
　
　
講
演
会
１
８
０
名

　
　
　
　
　
　
ズ
ー
ム
参
加
82
名

　
　
　
　
　
　
交
流
会
80
名

　
　
　
　
　
　
掃
除
実
習
１
２
５
名

開
催
す
る
か
ど
う
か
悩
ん
だ
半
年

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
全
国
唯
一
リ
ア
ル
で

開
催
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て
、

皆
様
の
ご
参
考
に
報
告
致
し
ま
す
。

　
３
月
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
の
全
国
的
感
染
で
、他
の
地

域
が
開
催
を
中
止
し
て
い
く
中
、家
族

の
反
対
や
会
社
か
ら
の
自
粛
指
示
も

あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、リ
ス
ク
は
誰

が
負
う
の
か
、密
に
な
る
講
演
会
や
特

に
お
酒
が
入
る
交
流
会
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
不
安

が
あ
り
、開
催
す
べ
き
か
ど
う
か
議
論

し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
鍵
山
相
談
役
の「
ひ

と
り
で
も
良
い
の
で
続
け
て
ほ
し
い
」

と
の
お
言
葉
が
伝
わ
っ
て
、開
催
へ
向

け
て
の
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。10
月
頃

は
コ
ロ
ナ
も
収
束
に
向
か
う
だ
ろ
う
と

願
っ
て
、
テ
ー
マ
を「
な
に
わ
で
お
掃

除
ー
一
陽
来
福
へ
の
祈
り
を
込
め
て
」

と
し
ま
し
た
。当
時
吉
村
大
阪
府
知
事

が
、
感
染
状
況
の
独
自
基
準「
大
阪
モ

デ
ル
」を
発
表
し
ま
し
た
。私
た
ち
も
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
会
モ
デ
ル
」と

し
て
、「
正
し
く
恐
れ
る
」を
合
言
葉
に

感
染
し
な
い
方
法
を
徹
底
的
に
工
夫

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。感
染
対
策
委

員
会
を
設
け
、皆
が
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
っ
て
結
束
し
て
い
き
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
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具
体
的
な
方
策
は
、以
下
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

○
講
演
会
で
の
工
夫

　

配
付
物
は
全
て
事
前
セ
ッ
ト
し
て

極
力
接
触
を
避
け
る
。常
時
、換
気
す

る
。
受
付
は
三
密
を
避
け
、マ
ス
ク
着

用
→
検
温
→
消
毒
→
受
付
の
順
と
す

る
。
大
ホ
ー
ル
は
、
収
容
人
数
６
４
４

名
の
と
こ
ろ
を
４
分
の
１
の
１
５
０
名

に
制
限
し
、会
場
に
来
れ
な
い
方
に
は

ズ
ー
ム
で
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
募
る
。

マ
イ
ク
は
、
担
当
者
を
つ
け
、
使
用
の

都
度
消
毒
す
る
。

○
交
流
会
の
工
夫

　
会
場
は
、１
８
０
名
収
容
の
と
こ
ろ

を
、先
着
80
名
に
制
限
し
、か
つ
円
卓

の
間
隔
を
空
け
て
４
名
席
と
す
る
。時

間
を
通
常
よ
り
15
分
短
縮
し
１
０
５

分
と
す
る
。食
事
は
、箸
や
食
器
の
接

触
を
避
け
る
た
め
に
お
弁
当
形
式
と

す
る
。食
事
中
は
会
話
せ
ず
、終
了
後

は
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

○
掃
除
実
習

　
１
２
０
名
に
制
限
し
、密
を
避
け
る

た
め
、一
班
５
名
の
少
人
数
編
成
、
班

ご
と
に
掃
除
道
具
を
細
か
く
分
け
、事

前
に
現
場
に
配
置
す
る
。

　
以
上
の
方
策
を
、現
場
で
何
度
も
予

行
演
習
し
、安
心
で
き
る
ま
で
確
認
し

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
会
場
使
用

不
可
と
の
行
政
通
達
が
出
れ
ば
中
止

と
い
う
前
提
で
、予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
期

限
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
待
っ
て
、皆
に
賛
否

を
問
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、開
催
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日

　
前
年
の
京
都
大
会
に
匹
敵
す
る
多

く
の
道
友
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
甲
子
園
通
算
勝
利
数

68
勝
、監
督
と
し
て
歴
代
最
多
出
場
記

録
38
回
を
誇
る
、
智
辯
学
園
和
歌
山

高
等
学
校
野
球
部
名
誉
監
督
の
髙
嶋

仁
氏
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。「
甲
子

園
で
勝
つ
こ
と
は
で
き
て
も
、勝
ち
続

け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。そ
の
た

め
に
は
、挨
拶
や
掃
除
と
い
っ
た
基
本

を
徹
底
し
て
教
え
、人
間
性
を
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」　
鍵
山
相

談
役
の「
凡
事
徹
底
」に
も
通
じ
る
、説

得
力
あ
る
お
話
に
感
激
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、過
去
の
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
懐
か
し
い
映
像
を
映
し
な
が

ら
、
静
か
な
会
食
で
始
ま
り
ま
し
た
。

食
後
は
、
日
本
人
の
良
き
心
を
伝
え

た
い
と
、童
謡
の
普
及
活
動
を
し
て
い

る
、
も
り
・
け
ん
様
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
を
頂
き
ま
し
た
。懐
か
し
さ
で
皆
さ

ん
歌
い
だ
し
、笑
顔
と
涙
の
心
温
ま
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
掃
除
実
習
は
、天
王
寺
動
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物
公
園
の
４
カ
所
が
会
場
で
す
。①
大

阪
冬
の
陣
で
徳
川
家
康
、夏
の
陣
で
真

田
幸
村
が
本
陣
を
置
い
た
茶
臼
山
、②

黒
田
藩
蔵
屋
敷
長
屋
門
の
壁
み
が
き
、

③
大
阪
市
立
美
術
館
の
草
取
り
と
階

段
み
が
き
、
④
大
阪
名
所「
新
世
界
」

か
ら
動
物
園
の
上
を
通
る
空
中
ゲ
ー

ト
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ(

下
写
真)
。

　
秋
晴
れ
の
も
と
、気
分
も
爽
や
か
な

お
掃
除
で
し
た
。

ま
と
め
と
反
省

　
閉
会
式
で
、阿
部
豊
様
か
ら
、鍵
山

相
談
役
の
お
言
葉
を
紹
介
頂
き
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
、
中
止
す
る
理
由
は

い
く
ら
で
も
あ
っ
た
中
で
開
催
し
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
お
言
葉
が
あ
り
、参
加

者
全
員
感
動
で
一
杯
に
な
る
瞬
間
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は「
よ
く
ぞ
や
っ
て

く
れ
た
」「
関
西
に
学
ぼ
う
」「
心
遣
い

が
行
き
届
い
て
い
た
」な
ど
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。

　
反
省
点
は
、
お
酒
へ
の
対
応
で
す
。

交
流
会
で
は
、特
に
飛
沫
感
染
に
注
意

を
払
い
ま
し
た
が
、食
事
後
の
マ
ス
ク

の
着
用
が
散
漫
と
な
り
ま
し
た
。今
後

は
、お
酒
を
飲
む
と
き
の
マ
ス
ク
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
徹
底
が
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
感
染
者
が
出
な
か
っ
た
の
は
、
対

策
の
効
果
だ
け
で
な
く
、全
国
的
に
感

染
状
況
が
収
ま
っ
て
い
た
と
い
う
運
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
鍵
山
掃
除
道
の
継
承
と
発
展
の
た

め
に
た
だ
な
ら
ぬ
情
熱
を
結
集
し
て

臨
ん
だ
今
大
会
で
は
、多
く
の
知
恵
と

工
夫
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ

ら
を
経
験
し
た
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
の

信
頼
関
係
は
深
ま
り
、大
き
な
成
長
と

自
信
を
得
ま
し
た
。大
会
を
通
し
て
出

会
え
た
道
友
と
ご
縁
を
深
め
ら
れ
、新

た
な
道
縁
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。「
や
っ
て
お
い
て
良
か
っ
た
」大
会

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

(

561-

0853
豊
中
市
服
部
南
町
２-

11-

18)
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九
州
ブ
ロ
ッ
ク

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

■
日
程	
令
和
２
年
11
月
29
日（
日
）

	
9
時
〜
15
時
30
分

■
Ｔ
Ｖ
会
議（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

　
8
画
面　
計
47
名

(

参
加) 

筑
後
八
女
、
筑
豊
、
佐
世
保
、

大
分
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
薩
摩

隼
人
心
洗
組
、
さ
つ
ま
川
内
、
徳
之

島
、福
岡
便
教
会
＋
個
人

■
プ
ロ
グ
ラ
ム　
主
な
も
の

新
任
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
危
機
感

　
地
方
の
疲
弊
は
経
済
だ
け
で
は
な

い
。昨
年
２
月
に
新
任
さ
れ
た
廣
瀬
透

氏
は
、ブ
ロ
ッ
ク
内
の
22
単
会
と
連
絡

を
取
り
始
め
、休
会
中
や
連
絡
の
取
れ

な
い
会
が
多
い
の
に
驚
い
た
。

　

電
話
口
か
ら
、
各
会
の
代
表
世
話

人
の
往
時
の
掃
除
に
対
す
る
情
熱
が

大
き
く
薄
れ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。掃

除
の
効
果
を
肌
で
知
る
廣
瀬
は
、｢

掃

除
が
日
本
を
救
う｣

と
信
じ
る
情
熱
家

だ
。本
部
に
対
し
地
方
の
危
機
感
を
何

度
も
強
く
訴
え
、当
初
腰
の
重
か
っ
た

本
部
も
動
か
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

佐
世
保
の
中
学
校
の
ト
イ
レ
掃
除

(

次
記
事)

に
は
、
山
口
含
む
ブ
ロ
ッ
ク

内
に
声
を
か
け
全
力
で
応
援
し
た
。

　
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
会
の
実

施
を
模
索
し
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
行
う
こ
と

を
決
め
た
。
各
単
会
に
、
メ
ー
ル
、
手

紙
、電
話
で
何
度
も
参
加
要
請
し
、接

続
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
っ
た
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
研
修
会　
当
日

　

昼
食
除
く
５
時
間
20
分
、
席
を
離

れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、質
疑
で

は
、各
人
が
掃
除
活
動
に
思
う
こ
と
や

悩
み
を
真
剣
に
話
し
合
っ
た
。

　
感
想
に
、「
と
て
も
良
い
研
修
に
な

っ
た
」｢

掃
除
の
会
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
認
識
し
た｣

な
ど
と
あ
り
、
田
中
顧

問
、
白
鳥
副
会
長
か
ら
は｢

内
容
が
深

く
、会
員
同
志
の
心
の
交
流
が
出
来
て

と
て
も
良
か
っ
た｣

と
あ
っ
た
。
入
念

な
準
備
に
よ
り
大
し
た
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、大
き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
研
修
会
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
翌
年
の

「
総
会
」に
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
た
。今

後
の
広
域
大
会
の
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。　
　

  (

取
材･

縄
田
良
作)

(

午
前)

・
ビ
デ
オ
講
演「
掃
除
道
に
生
き
る
」

・
日
本
を
美
し
く
す
る
会
の
こ
れ
か
ら

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
な
ど

(

午
後)

・
各
会
の
活
動
報
告

・｢

乾
式
ト
イ
レ
掃
除｣

ビ
デ
オ
研
修

＊
各
テ
ー
マ
の
後
に
質
疑
応
答
あ
り
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心
を
磨
く
ト
イ
レ
掃
除
研
修

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
廣
瀬
　
透

■
月
日　
２
０
２
０
年
９
月
29
日（
火
）

■
場
所　
佐
世
保
市
立
中
里
中
学
校

■
参
加　
生
徒
１
１
４
、計
１
４
６
人

　
休
会
中
の
佐
世
保
の
会
に
、感
動
が

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
中
里
中
で「
佐

世
保
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進

協
議
会
」（
会
長
朝
長
則
男
佐
世
保
市

長
）主
催
の
、
掃
除
研
修
が
行
わ
れ
た

の
で
す
。20
年
以
上
前
に
鍵
山
相
談
役

と
掃
除
を
さ
れ
た
朝
長
市
長
は
教
育

に
熱
心
で
、子
ど
も
に
も
ぜ
ひ
体
験
さ

せ
て
や
り
た
い
と
の
強
い
思
い
で
実
現

さ
れ
ま
し
た
。

　
課
題
は
、「
コ
ロ
ナ
対
策｣

「
リ
ー
ダ
ー

確
保｣

「
道
具
集
め｣

で
し
た
。コ
ロ
ナ
対

策
は
、マ
ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

準
備
、密
を
避
け
る
配
員
な
ど
。リ
ー

ダ
ー
と
道
具
は
近
隣
の
会
へ
応
援
を

頼
み
ま
し
た
。他
県
で
し
か
も
平
日
な

の
で
気
を
も
み
ま
し
た
が
、何
と
か
目

途
が
つ
き
、掃
除
人
の
温
か
い
支
援
に

大
変
感
激
し
ま
し
た
。

　

福
岡
便
教
会
の
酒
井
道
行
先
生
、

大
分
、糸
島
、そ
し
て
約
４
時
間
か
け

て
山
口
・
宇
部
・
下
関
の
会
が
次
々
に

到
着
。
中
里
中
は
、
元
気
な
挨
拶
を

し
、下
駄
箱
の
靴
は
見
事
に
揃
っ
て
い

る
見
事
な
生
徒
さ
ん
た
ち
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
て

心
の
準
備
、そ
し
て
市
長
挨
拶
。話
を

聞
い
て
、掃
除
の
教
育
的
意
義
を
理
解

す
る
長
の
下
で
は
、学
校
は
ど
ん
ど
ん

良
く
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
ト
イ
レ
掃
除
は
、生
徒
は
渋
々
で
し

た
が
、便
器
が
き
れ
い
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
熱
中
し
て
い
き
ま
し
た
。外
班

は
溝
の
土
砂
や
落
葉
を
取
り
出
し
、草

を
取
り
、落
葉
を
掃
き
ま
し
た
。１
時

間
45
分
の
掃
除
が
終
わ
る
と
、場
の
空

氣
が
変
わ
り
ま
す
。

　
閉
会
式
は
、笑
顔
が
体
育
館
に
広
が

り
ま
し
た
。
学
校
・
教
委
関
係
で
唯
一

参
加
の
市
教
育
長
は
、生
徒
の
心
の
変

化
に
大
き
な
感
動
を
受
け
、市
内
の
学

校
に
伝
え
た
い
旨
話
さ
れ
ま
し
た
。佐

世
保
の
会
関
係
者
は
、来
年
も
や
り
た

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
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生
徒
感
想

あ
っと
いう
間
で
し
た

　

便
器
を
素
手
で
洗
う
映
像
を
見

て
、
い
や
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
夢
中
に
な
っ
て
、
も

っ
と
磨
け
ば
き
れ
い
に
な
る
か
な
、

道
具
を
使
っ
て
み
よ
う
か
な
、
な
ど

と
や
る
気
が
め
ば
え
て
き
ま
し
た
。

清
掃
後
は
壁
が
白
く
な
り
、
黒
カ
ビ

も
き
れ
い
に
と
れ
て
感
動
し
ま
し

た
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

今
後
こ
ん
な
活
動
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
で
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
家

族
と
共
有
し
、
家
を
ピ
カ
ピ
カ
に
し

た
い
で
す
。

こ
ん
な
に
夢
中
に
な
った
の
は
初
め
て

　
外
回
り
の
草
を
取
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
は
初
め
て

で
、
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
が

｢

一
人
で
す
る
よ
り
皆
で
協
力
す
る
と

よ
い
で
す｣

と
言
い
ま
し
た
が
、
み
ん

な
と
協
力
し
て
や
る
こ
と
で
、
た
っ
せ

い
か
ん
が
す
ご
く
、
し
ん
け
ん
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
つ

か
れ
た
よ
り
も
先
に
楽
し
か
っ
た
、
ま

た
や
り
た
い
気
持
ち
で
た
く
さ
ん
に

な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
ト
イ
レ
そ
う

じ
と
う
ば
ん
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
よ

ご
れ
も
て
い
ね
い
に
積
極
的
に
お
と

し
て
い
き
た
い
で
す
。

挨
拶
が
で
き
て
、
校
内
が
き
れ
い
で
、

心
が
き
れ
いな
学
校
に

　
き
れ
い
に
な
っ
た
ト
イ
レ
を
使
う

と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
き
も
ち
に
な

り
ま
し
た
。｢

ト
イ
レ
は
汚
い
も
の
じ
ゃ

な
く
て
、
き
れ
い
に
す
る
も
の｣

と
思

い
ま
し
た
。
学
校
内
、
生
徒
の
心
が
き

れ
い
。
そ
し
て
あ
い
さ
つ
も
し
っ
か
り

で
き
る
。
そ
う
い
う
学
校
が
本
当
の
い

い
学
校
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
は

僕
た
ち
が
中
里
中
を
引
っ
張
っ
て
い

く
番
で
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
ト
イ
レ
も
心
も
き
れ
い
に
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

｢

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る｣

の
は

こ
ん
な
に
楽
し
いん
だ

　
ト
イ
レ
掃
除
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
掃
除
を
す
る
人
に
つ

い
て
も
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
や
っ
て
み
る
と
、
ど
ん
ど
ん
き
れ

い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は｢

人
の

た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
の
は
、
こ
ん

な
に
楽
し
い
ん
だ｣

と
実
感
し
、
そ
し
て

一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
れ
た
こ

と
の
う
れ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ト
イ

レ
掃
除
で
自
然
と
笑
顔
が
増
え
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
、
自

分
の
中
で
変
わ
っ
た
思
い
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
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教
員
生
活
に
悔
い
な
し(

２)
　
　
元
山
口
県
公
立
中
学
校
長
　

三
好
　
祐
司

大
畠
中
で
力
を
入
れ
た
こ
と(
続
き)

（
２
）自
己
肯
定
感
を
育
む

　
「
勉
強
し
な
さ
い
」と
言
っ
て
勉
強

す
る
子
ど
も
ば
か
り
な
ら
苦
労
は
あ

り
ま
せ
ん
。
勉
強
し
な
い
子
ど
も
を

い
か
に
勉
強
に
向
け
る
か
、
が
教
師

の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
し
、そ
の
た

め
の
工
夫
が
教
師
と
い
う
仕
事
の
苦

し
さ
で
あ
り
楽
し
さ
で
す
。
小
学
校

や
中
学
校
で
は
、
楽
し
い
か
ら
頑
張

る
、
分
か
る
か
ら
頑
張
る
と
い
う
体

験
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
大
切
で
あ

り
、
教
師
は
い
か
に
楽
し
い
授
業
や

分
か
る
授
業
を
作
り
上
げ
る
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

中
学
も
後
半
に
な
る
と
、
生
徒
が
授

業
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
進
ん

で
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
が
、子
ど
も
の
そ
の
後
の
人

生
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早

い
子
で
は
中
学
１
年
、遅
い
子
で
も
３

年
で
、自
分
の
将
来
を
展
望
し
、自
分

か
ら
意
欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
に
必
要
な
こ
と
が
、

｢
自
己
肯
定
感｣

と｢

自
分
を
支
え
る
言

葉｣
で
す
。

　
大
畠
中
に
再
赴
任
し
て
気
に
な
っ

た
こ
と
は
、前
報
で
述
べ
た｢

掃
除｣

の

ほ
か
に
、｢

自
分
に
自
信
が
な
い｣

生
徒

が
何
人
か
い
た
こ
と
で
す
。毎
年
の
全

国
学
力
学
習
状
況
調
査
に
、｢
自
己
肯

定
感｣

に
関
す
る
質
問
が
あ
り
ま
す
。

「
ど
う
せ
自
分
な
ん
か
」と
か「
自
分
に

は
無
理
」と
、
は
じ
め
か
ら
あ
き
ら
め

る
生
徒
が
多
く
の
学
校
で
見
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
が
教
育
の
大
き
な
障
害

と
な
り
ま
す
。
小
学
校
入
学
時
は
目

を
輝
か
せ
て
何
に
で
も
取
り
組
ん
で

い
た
子
ど
も
が
、
小
学
高
学
年
に
な

る
と
、自
分
に
自
信
を
な
く
し
、自
分

を
否
定
す
る
子
ど
も
に
な
る
こ
と
は

珍
し
く
な
い
の
で
す
。

「
宝
物
フ
ァ
イ
ル
」の
導
入

　
私
は
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高

め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
掃
除
だ
け

で
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

ん
な
と
き
福
井
県
の
岩
堀
美
雪
先
生

が
開
発
さ
れ
た「
宝
物
フ
ァ
イ
ル
」を

知
り
ま
し
た
。(

写
真･

著
書『
な
ぜ
あ

な
た
の
力
は
眠
っ
た
ま
ま
な
の
か
』致

知
出
版
社)

　
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
や
自
分
の
過

去
、
自
分
の
両
親
と
の
思
い
出
な
ど
、

教
育
と
掃
除
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自
分
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
友
だ

ち
と
一
緒
に
１
冊
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま

と
め
る
も
の
で
す
。こ
の
こ
と
で
、｢
自

己
開
示｣

が
自
然
に
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
友
だ
ち
を
知
る
こ
と
も
で
き
て

「
他
者
受
容｣

も
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
何
回
か
く
り
返
せ
ば
、「
自
分
は
自

分
で
い
い
ん
だ
」の
心
理
的
安
定
感
が

生
ま
れ
る
の
で
す
。

　

す
る
と
、
思
春
期
特
有
の
他
人
の

目
を
気
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

自
分
ら
し
さ
や
個
性
を
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。勉
強
で
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、分
か
っ
た
ふ
り
を
す

る
必
要
は
な
い
の
で
す
。自
分
の
弱
さ

を
許
し
て
く
れ
る
環
境
が
そ
こ
に
あ

る
の
で
す
。と
き
に
わ
が
ま
ま
を
い
う

子
が
い
て
も
、
周
囲
は
そ
れ
を
攻
撃

す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
気
づ
く
ま

で
待
つ
寛
容
な
集
団
で
す
。
度
が
過

ぎ
て
叱
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
諭
し
で

あ
り
温
か
い
注
意
な
の
で
す
。
自
分

の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
せ
る
場
、そ
こ
で

は
自
分
の
弱
さ
を
友
だ
ち
を
通
し
て

受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　
自
分
の
弱
さ
を
隠
す
必
要
が
な
く

な
れ
ば
、
自
己
肯
定
感
は
ど
ん
ど
ん

伸
び
て
い
き
ま
す
。
自
分
は
自
分
で

い
い
ん
だ
、
人
と
違
っ
て
い
い
ん
だ
、

自
分
に
は
自
分
の
道
が
あ
る
ん
だ
、

と
い
う
感
覚
が
身
に
つ
け
ば
、「
素
直

な
心
」に
磨
き
が
か
か
っ
て
、
教
師
や

親
の
働
き
か
け
が
心
に
入
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
少
々
の
苦
労
に

は
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
宝
物
フ
ァ
イ
ル
」の
導
入
は
、ま
ず

教
職
員
か
ら
と
思
い
、
定
期
的
に
職

員
室
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。毎
回
様
々

な
テ
ー
マ
で
自
分
の
振
り
返
り
を
し
、

そ
れ
を
開
示
し
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
教
職
員

の
心
理
的
な
壁
が
ど
ん
ど
ん
低
く
な

り
、
教
職
員
の
仲
が
と
て
も
よ
く
な

り
ま
し
た
。
い
じ
め
対
策
の
担
当
教

職
員
が
、
他
人
の
悪
口
を
言
う
よ
う

で
は
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
は
ず

も
あ
り
ま
せ
ん
。い
じ
め
の
防
止
や
指

導
の
前
提
条
件
は
、
教
職
員
全
員
の

仲
が
よ
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
宝

物
フ
ァ
イ
ル
」の
良
さ
を
実
感
し
た
先

生
が
、
生
徒
に
指
導
し
て
初
め
て
そ

の
効
果
が
現
わ
れ
ま
す
。
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か
わ
い
い
シ
ー
ル
や
写
真
を
貼
っ

た
り
し
て
、
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の

自
分
物
語
が
で
き
て
い
き
ま
す
か
ら
、

誰
も
が
抵
抗
な
く
作
成
で
き
ま
す
。

自
分
の
人
生
の
歩
み
を
振
り
返
る
作

業
は
、大
人
に
と
っ
て
も
子
ど
も
に
と

っ
て
も
自
分
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け

入
れ
、
自
分
を
価
値
あ
る
人
間
と
し

て
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
己
肯

定
感
の
涵
養
に
必
要
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。こ
う
し
て
大
畠
中
で
は
、
先
生

も
生
徒
も「
素
直
な
心
」に
な
っ
て
心

の
壁
が
低
く
な
り
、
自
己
肯
定
感
の

高
い
集
団
に
な
り
ま
し
た
。

（
３
）自
分
を
支
え
る
言
葉

　

次
に
大
切
な
こ
と
が
、
自
分
を
支

え
る
言
葉
で
す
。
私
は
、
教
育
に
一
番

大
事
な
こ
と
は
本
人
の
意
欲
だ
と
思

い
ま
す
。
周
囲
が
い
く
ら
言
っ
て
も
、

当
の
本
人
の
心
に
火
が
付
か
な
け
れ

ば
、何
も
な
り
ま
せ
ん
。私
の
故
郷
山

口
県
の
偉
人
吉
田
松
陰
が
行
っ
た
の

は
、弟
子
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
で

し
た
。
古
今
東
西
の
偉
人
の
言
葉
が

多
く
の
人
々
の
心
の
支
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。大
人
で
あ
れ
ば
、読
書
や
講

演
会
で
自
分
を
触
発
す
る
言
葉
に
出

会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、中
学
生
で

は
読
書
の
量
も
範
囲
も
大
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、
教
師
が

語
る
言
葉
は
子
ど
も
へ
の
何
よ
り
の

贈
り
物
と
な
り
ま
す
。私
は
、週
１
回

発
行
し
て
い
た
学
校
だ
よ
り
で
、大
切

な
言
葉
を
載
せ
、そ
の
言
葉
に
込
め
ら

れ
た
意
味
を
述
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
観
日
の
日
、
あ
る
母
親
が
校
長

室
に
来
て
言
わ
れ
ま
し
た
。「
校
長
先

生
の
学
校
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
読
ん

で
い
ま
す
。子
ど
も
に
書
か
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、私
に
も
ぴ
っ
た
り
と

あ
て
は
ま
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。以
前
は
、学
校
だ
よ
り
は
捨
て

て
い
ま
し
た
が
、自
分
の
苦
し
い
時
に

た
ま
た
ま
読
ん
だ
ら
、
そ
の
言
葉
が

自
分
の
中
に
す
っ
と
入
っ
て
き
て
、そ

れ
以
来
学
校
だ
よ
り
を
欠
か
さ
ず
読

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

私
は
、
色
々
な
場
で
様
々
な
言
葉

を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は

届
い
た
り
届
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

今
す
ぐ
役
に
立
つ
言
葉
で
な
く
て
も
、

何
か
の
折
に「
そ
う
い
え
ば
あ
の
時
、
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こ
ん
な
言
葉
に
出
会
っ
た
」と
い
う
こ

と
で
い
い
と
思
い
ま
す
。多
く
の
言
葉

を
知
っ
て
い
れ
ば
、苦
し
い
時
に
自
分

の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
言
葉
を
思
い

出
す
可
能
性
は
高
ま
り
ま
す
。
苦
し

い
時
に
は
、
家
族
や
友
人
に
甘
え
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
苦
し
み

か
ら
抜
け
出
る
自
分
に
力
を
与
え
て

く
れ
る
の
は
、言
葉
で
す
。

　
私
が
持
っ
て
い
る
大
切
な
言
葉
の

多
く
は
、
掃
除
仲
間
か
ら
頂
い
た
本

や
会
報
に
あ
っ
た
言
葉
で
す
。
掃
除

仲
間
は
、「
人
生
と
は
」「
人
間
と
は
」

「
社
会
の
た
め
に
」な
ど
を
扱
う｢

人
間

学｣

ジ
ャ
ン
ル
の
読
書
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。
自
分
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
た

言
葉
は
、
掃
除
仲
間
も
そ
う
思
っ
て

い
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

｢

素
直
な
心｣

を
育
て
る
掃
除

　

以
上
、
私
が
大
畠
中
学
校
で
行
っ

た
教
育
を
ま
と
め
ま
す
と
、｢

掃
除｣

体

験
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
宝
物
フ
ァ
イ

ル
」で
自
己
肯
定
感
を
育
て
、｢

自
分
を

支
え
る
言
葉｣

を
与
え
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

教
育
の
目
的
は
、
教
育
基
本
法
に

あ
る「
人
格
の
完
成
」で
す
。
そ
の
た

め
の
絶
対
条
件
は
、
生
徒
に｢

素
直
な

心｣

が
あ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
の

「
素
直
な
心
」は
、
教
師
と
生
徒
と
の

掃
除
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
く
な
い
と

思
い
ま
す
。「
や
ら
さ
れ
掃
除
」し
か

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
教
師
は
、
掃

除
は
生
徒
を
監
視
す
る
時
間
で
あ
る

と
し
か
考
え
ま
せ
ん
。
教
師
に「
生
徒

か
ら
も
学
ぶ
」気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
学

校
掃
除
は
、
自
分
の
教
師
と
し
て
の

あ
り
方
を
見
つ
め
る
絶
好
の
場
と
な

り
、
子
弟
同
行
の
実
践
の
場
と
な
り

ま
す
。
掃
除
の
価
値
を
知
る
教
師
を

増
や
す
の
は
校
長
の
仕
事
で
す
。

　

掃
除
に
熱
心
な
教
師
を「
変
わ
り

者
」と
見
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
教

師
に
掃
除
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
教
師
の
指
導
力
と
感
化
力

が
向
上
し
、
生
徒
の
素
直
な
心
が
育

ち
、校
風
が
劇
的
に
変
わ
り
ま
す
。掃

除
の
な
い
教
育
は
、
教
育
と
い
う
看

板
を
掲
げ
た「
教
育
も
ど
き
」と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

2019年（令和1）中国ブロック大会

(三好 祐司 743-0042山口県光市宝町５-18)
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静
岡
便
教
会
十
年
の
歩
み（
２
）

東
日
本
大
震
災
石
巻
支
援
活
動

静
岡
便
教
会
　
代
表
　
柿
島
　
由
和

　
静
岡
便
教
会
立
上
げ
４
か
月
後
の

２
０
１
１
年（
平
成
23
）３
月
11
日
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

支
援
活
動
は
今
ま
で
に
11
回
行
い
ま

し
た
。若
者
の
学
び
は
大
き
く
、小
学

生
の
時
か
ら
10
回
参
加
し
た
男
子
が

大
学
生
に
な
り
ま
し
た
。

復
興
支
援
に
立
ち
上
が
る

　
当
時
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
竹
中
義
雄

様
が「
東
日
本
救
援
隊
」を
立
ち
上
げ

た
と
聞
い
て
、
５
月
の
大
型
連
休
に

宮
城
県
石
巻
市
へ
１
人
で
向
か
い
ま

し
た
。
竹
中
様
た
ち
は
、
石
巻
専
修

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
自
家
発
電
の

電
気
が
通
る
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
道

具
や
食
料
を
揃
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

段
ボ
ー
ル
に「
私
た
ち
は
お
客
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
参
加
者
は
ト
イ
レ
掃
除

を
し
て
も
ら
い
ま
す
」と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。仮
設
ト
イ
レ
の
便
器
に
こ
び

り
つ
い
た
大
便
を
、竹
の
棒
で
突
い
て

落
と
し
ま
し
た
。ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
針

金
で
結
び
、上
に
ベ
ニ
ヤ
板
を
敷
き
並

べ
、そ
の
上
で
寝
袋
で
休
み
ま
し
た
。

　
車
で
雄
勝
町
立
浜
へ
向
か
い
ま
し

た
。
海
に
浮
か
ん
だ
家
、
屋
根
の
上

に
乗
る
自
動
車
・
・
・
悪
夢
の
よ
う

な
光
景
が
延
々
・
・
・
言
葉
が
あ
り

ま
せ
ん
。
太
い
柱
や
海
水
を
吸
っ
た

畳
等
々
足
の
踏
み
場
も
な
い
惨
状
で
、

気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
活
動
で
し
た
。

全
国
か
ら
の
同
志
と
無
我
夢
中
で
片

付
け
ま
し
た
。
ヤ
ッ
ケ
に
ゴ
ー
グ
ル
、

防
塵
マ
ス
ク
、長
靴
の
底
に
金
属
の
ソ

ー
ル
を
入
れ
て
の
作
業
で
し
た
。

　
３
日
間
で
私
の
中
に
眠
っ
て
い
た

感
性
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。「
生

き
て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な

い
」、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
、
特
に
若
い
人
に
実
際
に
体
験

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
10
月
、後
輩
、富
士
市
立

高
校
生
徒
会
長
の
３
人
で
、
東
京
掃

除
に
学
ぶ
会
の
活
動
に
参
加
。
山
形

の
会
と
合
流
し
、
家
財
運
び
出
し
と

土
砂
掻
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

フジザクラと石碑｢絆｣
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２
０
１
２
年（
平
成
24
）３
月
の

３
回
目
か
ら
は
、
静
岡
便
教
会
主
催

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
貸
し
切
り

バ
ス
を
利
用
し
た
２
泊
３
日
で
す
。

２
０
１
３
年
、
神
社
ほ
か
石
巻
市
内

に「
フ
ジ
ザ
ク
ラ
」の
苗
木
40
本
を
植

え
ま
し
た
。
今
は
大
き
く
な
り
、
春
に

花
が
咲
き
ま
す
。

　
以
下
、参
加
者
２
人
の
感
想
で
す
。

＊

市
立
富
士
南
小
学
校
　
小
野
誠
校
長

２
０
１
４
年
８
月
参
加
。

仮
設
住
宅
居
住
者
の
お
話

・�

津
波
が
来
る
と
言
わ
れ
て
20
分
間
。　
　
　

「
逃
げ
ろ
」と
言
わ
れ
て
、
素
直
に

逃
げ
た
人
が
助
か
っ
た
。

・�

大
津
波
は
一
晩
で
す
べ
て
を
持
ち

去
っ
た
。
あ
の
一
晩
を
思
え
ば
、
ど

ん
な
苦
し
い
こ
と
も
頑
張
れ
る
。

・�

４
日
目
家
族
と
会
い
、
抱
き
合
っ
て

泣
い
た
。
あ
ん
な
こ
と
で
も
無
け

れ
ば
抱
き
合
う
こ
と
は
な
い
。

・�

３
年
半
経
っ
て
も
、
忘
れ
て
い
た
こ

と
が
蘇
る
。
最
近
睡
眠
薬
を
よ
う

や
く
止
め
ら
れ
た
。

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
衛
隊
の
方
々
に

は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

立
浜
ホ
タ
テ
養
殖
組
合
長
の
お
話

・�

１
か
月
は
自
暴
自
棄
で
、
援
助
を

素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
10
日
目
。
水
無
し
、
食

事
無
し
、
笑
顔
無
し
、
会
話
無
し
、

歌
無
し
、
備
蓄
無
し
。
流
れ
て
き
た

缶
詰
な
ど
を
食
べ
た
。「
明
日
は
、

ど
う
す
っ
ぺ
!?
」

・�

い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
こ
と
で
は
い

け
な
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

漁
師
は
18
人
い
た
が
、
６
人
が
去

る
。
残
さ
れ
た
者
に
は
海
し
か
な

い
。
６
か
月
後
漁
場
が
再
開
し
、
７

～
８
割
元
気
を
取
り
戻
せ
た
。

石
巻
市
立
大
川
小
学
校

　
時
間
が
止
ま
っ
た
別
世
界
で
し
た
。

午
後
２
時
46
分
地
震
発
生
、
そ
の
51

分
後
に
大
津
波
が
来
ま
し
た
。
河
口

か
ら
５
㎞
、
校
庭
に
避
難
し
た
児
童

１
０
８
名
中
74
名
、
教
職
員
11
名
中

10
名
、バ
ス
運
転
手
が
死
亡
。

小
野
校
長
の
感
想
ま
と
め

○�

ど
う
し
よ
う
も
な
い
辛
い
思
い
を

お
話
し
頂
い
た
。
貴
重
な
お
話
だ

っ
た
。こ
れ
を
ど
う
咀
嚼
し
、ど
う

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
生
か
し
て

い
く
か
、大
き
な
宿
題
を
頂
い
た
。

○�「
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
の
有
り
難

さ
」を
実
感
し
た
。「
命
が
あ
る
こ

と
」「
家
族
が
居
る
こ
と
」「
雨
露

が
し
の
げ
る
家
が
あ
る
こ
と
」「
電

気
が
使
え
る
こ
と
」の
４
つ
で
あ

る
。
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○�

８
月
29
日
、
全
校
朝
礼
で
児
童

９
６
９
名
に
話
し
ま
し
た
。「
命
が

あ
る
、今
、生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、皆
さ
ん
、強
く
強
く
意
識
し
て

く
だ
さ
い
。
当
た
り
前
過
ぎ
て
、
普

段
は
意
識
し
な
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、

本
当
に
有
難
い
こ
と
な
の
で
す
」

女
子
大
生
の
体
験
発
表

　
２
０
１
８
年
、高
校
生
２
名
、大
学

生
１
名
、
中
学
教
諭
１
名
の
４
名
が
、

「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
参
加

者
体
験
発
表
」で
力
強
く
発
表
し
、
約

３
０
０
名
の
会
場
は
感
動
の
渦
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
次
は
大
学
看
護
学
部

４
年
生
の
教
え
子
の
発
表
で
す
。

　
「
私
は
看
護
師
の
国
家
試
験
の
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
支
援
活
動

に
３
度
参
加
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け

は
、『
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
な
い
か
？　

行
け
ば
考
え
方
が

変
わ
り
、
人
生
が
変
わ
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
う
よ
』と
、
高
校
時
代
の

恩
師
柿
島
先
生
に
お
誘
い
を
受
け
た

か
ら
で
す
。
先
生
の
お
陰
で
、
苦
手
だ

っ
た
数
学
が
徐
々
に
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
な

ど
、
道
徳
の
心
も
た
く
さ
ん
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
朝
学
校

の
掃
除
を
し
て
お
り
、
い
つ
も
満
面

の
笑
み
で『
お
は
よ
う
。
今
日
も
元
気

か
な
。一
日
頑
張
ろ
う
ね
！　

試
合
お

疲
れ
様
』な
ど
と
言
っ
て
下
さ
り
、
そ

の
度
に
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
、
人
の
た
め
に

何
か
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
尊
敬
す
る
先
生
の
誘
い
で
友

人
と
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
通
り
、
こ
の
活
動
は
私
の
人

生
を
変
え
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
行
っ
た
の
は
震
災
か
ら
３
年

半
の
時
で
、
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
は

進
ん
で
お
り
、
３
回
目
の
時
は
、
被
害

を
受
け
た
建
物
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
て
き
た
り
、
徐
々
に
活
気
が
戻
り

か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
の

爪
痕
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
居
住
者
の
お
話
を
聞
き
、

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
の
清
掃
、
民
宿
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
ホ
タ
テ
の
殻
刺
し

作
業
、
大
川
小
学
校
訪
問
な
ど
、
様
々

な
活
動
を
し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
、

人
々
が
隣
同
士
で
生
活
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
い
う

声
を
聴
い
た
り
、
集
会
場
の
キ
ッ
チ

ン
は
大
勢
の
人
が
使
う
た
め
、
予
想

以
上
の
汚
れ
で
し
た
。

　

私
は
、
大
川
小
の
慰
霊
碑
に
刻
ま

れ
た
犠
牲
者
の
名
前
を
見
て
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
毎
日
、
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時
間
、
そ
し
て
命
は
、
決
し
て
当
た
り

前
で
は
な
い
の
だ
、
震
災
で
生
き
る

こ
と
を
途
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
が

生
き
た
か
っ
た
毎
日
で
あ
る
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
な
ど
で
、
大

変
な
思
い
で
懸
命
に
生
き
て
い
る
方

も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か

し
、
被
災
者
の
方
々
は
、
私
が
思
っ
て

い
た
よ
り
ず
っ
と
強
く
前
を
向
い
て

生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。『
遠

く
か
ら
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』と

笑
顔
を
見
せ
、
手
作
り
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
下
さ
っ
た
り
、
東
北
の
方
々

の
温
か
さ
を
強
く
感
じ
て
、
私
の
ほ

う
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

人
の
記
憶
は
、
新
し
い
こ
と
が
起

こ
る
と
上
書
き
さ
れ
ま
す
。
被
災
地

の
方
々
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、『
震
災
の
こ
と
を
風
化
さ
せ

ず
、
伝
え
続
け
る
こ
と
』だ
と
考
え
ま

す
。
被
災
者
の
方
々
が
口
を
揃
え
て
お

っ
し
ゃ
っ
た『
逃
げ
た
ら
絶
対
に
戻
る

な
』『
海
抜
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
』な
ど
を
、
伝
え
て
実
践
に

移
す
こ
と
、
そ
し
て
、『
大
震
災
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
』こ
と
こ
そ
が
、
私
に

で
き
る
最
大
の
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
支
援
活
動
に
参
加
し
て
、

本
当
に
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
が
看
護
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
慢
性
疾
患

の
祖
父
と
関
わ
る
医
療
・
福
祉
従
事

者
を
見
て
、
身
体
に
困
難
を
抱
え
る

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
こ
と

で
す
。『
寄
り
添
う
』と
言
葉
で
い
う
の

は
簡
単
で
す
が
、
実
際
に
は
難
し
い
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
声

掛
け
や
看
護
で
、
患
者
さ
ん
に
良
い
反

応
が
得
ら
れ
た
と
き
は
、
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
私
は
、
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
体
験
や
語
り
を
大
切

に
す
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ
の

活
動
で
得
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
生
か
さ

れ
て
い
る
命
に
感
謝
し
な
が
ら
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」

(

416-

0947
静
岡
県
富
士
市
宮
下
414-

２) 民宿「めぐろ｣ご夫妻を囲み
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授
業
で
学
ぶ
ト
イ
レ
掃
除（
２
）

手
順
の
説
明

滋
賀
掃
除
に
学
ぶ
会
　
根
本 

直
輝

　
前
号
の
第
36
号
を
読
ま
れ
た
教
育

関
係
者
か
ら「
ト
イ
レ
掃
除
の
授
業
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
」と
の
ご
要

望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、以
下
手
順
な

ど
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ

　
３
～
６
か
月
前
に
申
し
込
み
を
頂

き
ま
し
た
ら
、初
め
て
の
学
校
は
訪
問

し
て
１
時
間
以
内
で
、リ
ピ
ー
ト
の
学

校
は
電
話
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

先
生
方
に
で
き
る
だ
け
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
、工
程
は
す
べ
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
て
い
ま
す
。多
く
の
デ
ー
タ
を

積
み
重
ね
て
い
る
た
め
、人
員
や
時
間

の
計
算
が
正
確
に
早
く
抜
け
な
く
で

き
ま
す
。次
頁
の
工
程
表
を
ご
覧
下
さ

い
。（
Ｍ
○
）の
資
料
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

す
が
、ご
希
望
の
方
に
は
、日
本
を
美

し
く
す
る
会
事
務
局
に
ご
連
絡
頂
け

れ
ば
、サ
ン
プ
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。

掃
除
道
具

　

学
校
か
ら
の
月
数
件
の
依
頼
を
こ

な
す
に
は
、
道
具
管
理
は
大
切
で
す
。

必
要
数
を
短
時
間
で
正
確
に
準
備
す

る
た
め
に
、置
き
場
の
整
理
整
頓
に
工

夫
を
重
ね
、「
定
品
・
定
位
・
定
量
」を

徹
底
し
て
い
ま
す
。(

下
写
真)

注
意
点

　

特
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
け
が
で

す
。脚
立
は
使
わ
ず
蛍
光
灯
も
触
ら
せ

ず
、手
の
届
く
高
さ
ま
で
の
掃
除
し
か

さ
せ
ま
せ
ん
。そ
し
て
、生
徒
全
員
参

加
の
授
業
で
す
が
、ど
う
し
て
も
便
器

に
手
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒

も
い
ま
す
。そ
の
場
合
は
、
無
理
に
さ

せ
ず
に
、他
の
で
き
る
こ
と
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。（
了
）
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一
石
三
鳥
の
ゴ
ミ
拾
い

福
島
県
郡
山
市
　
菊
池
　
功

　

私
が
掃
除
を
始
め
た
の
は
、

２
０
０
８
年（
平
成
20
）の
日
光
の
会

で
し
た
。勤
務
先（
㈱
ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
）

の
社
長（
現
会
長
）は
、
何
を
し
て
も

中
途
半
端
な
体
質
を
、
徹
底
し
て
や

り
続
け
る
社
風
に
し
よ
う
と
、役
員
８

名
と
と
も
に
参
加
し
た
の
で
す
。真
っ

暗
な
中
、便
器
に
ひ
た
す
ら
向
か
い
ま

し
た
。あ
れ
ほ
ど
徹
底
し
て
や
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。終
わ
る
と
大
き

な
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。社
長
は
自

ら
社
内
の
ト
イ
レ
や
事
務
所
を
掃
除

し
始
め
ま
し
た
。次
第
に
掃
除
が
広
が

り
、私
た
ち
は
近
県
の
会
に
も
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
、地
域
で
川
に
ホ
タ
ル

を
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

こ
れ
が
私
の
趣
味
と
な
り
ま
す
。小
学

生
ら
と
飼
育
技
術
を
学
び
、成
虫
を
孵

化
さ
せ
ま
し
た
。｢

郡
山
南
川
ホ
タ
ル
愛

光
会｣
は
、
地
域
環
境
保
全
功
労
者
と

し
て
２
０
２
０
年
度
環
境
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
、
健
康
維
持
を
兼
ね
、
毎
朝

幼
虫
の
世
話
で｢

ホ
タ
ル
飼
育
館｣

に

通
い
ま
し
た
。道
端
の
ゴ
ミ
が
気
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、気
恥
ず
か
し
さ
か

ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
。「
ひ

と
つ
ひ
ろ
え
ば
、
ひ
と
つ
だ
け
き
れ

い
に
な
る
」の
言
葉
に
出
会
い
、
勇
気

を
出
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
た
の
は
、

２
０
１
２
年（
平
成
24
）で
し
た
。

　
早
朝
、往
復
４
km
、約
１
時
間
半
の

ゴ
ミ
拾
い
で
す
。
終
わ
っ
て
会
社
に
間

に
合
い
ま
す
。当
初
レ
ジ
袋
２
〜
４
袋

あ
り
ま
し
た
が
、最
近
は
半
袋
以
下
で

す
。き
れ
い
に
な
る
と
ご
み
を
捨
て
づ

ら
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

始
め
て
ま
も
な
く
恥
ず
か
し
さ
も

な
く
な
り
、捨
て
る
人
へ
の
憤
り
も
消

え
、
ひ
た
す
ら
ゴ
ミ
と
向
か
い
合
う

日
々
に
な
り
ま
し
た
。途
中
で
会
う
地

域
の
人
と
の
関
わ
り
を
持
て
、特
に
４

年
目
こ
ろ
、ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
た
方
が

出
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
健

康
・
趣
味
・
環
境
の
一
石
三
鳥
の
ゴ
ミ

拾
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
963-

0118
福
島
県
郡
山
市
安
積
北
井
１-

80
）

ひ
と
り
掃
除
の
喜
び
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掃
除
で
美
し
い
地
域
に

そ
し
て
世
界
平
和
を

神
奈
川
県
　
川
野
　
士
郎

　

私
は
、
２
０
０
５
年(

平
成
17)『
掃

除
道
』(

鍵
山
秀
三
郎
、
亀
井
民
治
編
）　

を
読
み
、
ひ
と
り
掃
除
を
始
め
ま
し

た
。
本
に
は
、講
演
会
で
の
鍵
山
相
談

役
と
学
生
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

｢

私
は
大
き
な
こ
と
を
す
る
た
め
に

大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。掃
除
の
よ
う

な
小
さ
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
大
き
な

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は｣

と
問
う
学

生
に
対
し
、
相
談
役
は｢

貴
方
は
バ
ス

停
で
待
つ
人
の
足
元
の
ゴ
ミ
を
拾
え

ま
す
か
。勇
気
が
な
け
れ
ば
拾
え
ま
せ

ん
。心
の
抵
抗
を
越
え
る
こ
と
で
鍛
え

ら
れ
ま
す
。私
は
ゴ
ミ
を
た
だ
拾
う
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
て
、日
本
を
ゴ
ミ

の
な
い
立
派
な
国
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。こ
れ
が
小
さ
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
か
」と
答
え
た
文
章
を
読
ん
で
、

思
っ
て
い
て
も
、恥
ず
か
し
く
て
で
き

な
か
っ
た
、
私
の
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
一

気
に
晴
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
亀
井
様
の
ご
紹
介
で
、鍵
山

相
談
役
に
草
取
り
、笹
竹
切
り
、落
葉

掃
き
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。作
業
は

と
て
も
工
夫
さ
れ
無
駄
が
な
く
、掃
除

の
後
は
場
の
空
気
が
違
っ
た
こ
と
に
驚

き
、
感
動
し
ま
し
た
。そ
し
て
そ
の
後

は
、不
思
議
な
こ
と
に
ゴ
ミ
拾
い
や
草

取
り
な
ど
を
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ

た
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、昨
年
か
ら
ほ
ぼ
在
宅

勤
務
と
な
り
、平
日
は
４
時
頃
か
ら
毎

朝
約
２
時
間
、
最
寄
り
の
新
百
合
ヶ

丘
駅
の
周
回
約
３・５
km
を
掃
除
し
て

い
ま
す
。
草
取
り
、
排
水
溝
掃
除
、
落

葉
掃
き
な
ど
を
、日
に
よ
っ
て
場
所
を

変
え
ま
す
。休
日
は
公
園
を
掃
除
し
ま

す
。掃
除
を
や
っ
て
い
て
嬉
し
い
の
は
、

地
域
の
方
か
ら
挨
拶
や
感
謝
の
お
声

か
け
を
頂
く
こ
と
で
す
。

　
志
は
大
き
く
、し
か
も
他
人
に
言
い

続
け
る
こ
と
で
本
物
に
な
る
と
聞
い

て
、
昨
年「
掃
除
を
世
界
に
広
め
、
掃

除
で
世
界
平
和
を
実
現
す
る
」の
志
を

立
て
ま
し
た
。ま
ず
自
分
の
住
む
街
を

地
域
の
方
々
が
誇
れ
る
美
し
い
街
に

し
、そ
し
て
世
界
平
和
に
貢
献
し
た
い

と
念
願
し
て
い
ま
す
。

(

215-

0007
川
崎
市
麻
生
区
向
原
２-

26-

７-

706)
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掃
除
で
み
ん
な
を
幸
せ
に

京
都
掃
除
に
学
ぶ
会
　
福
井
三
千
子

怨
霊
疫
病
退
散
神
社
の
掃
除

　
京
都
御
所
の
北
約
１
㎞
、「
応
仁
の

乱
」発
端
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
上
御

霊（
か
み
ご
り
ょ
う
）神
社
が
あ
る
。早

朝
鳥
居
横
の
ト
イ
レ
を
掃
除
す
る
女

性
が
い
た
。福
井
三
千
子
さ
ん
と
岩
﨑

典
子
さ
ん
で
あ
る
。便
器
を
て
い
ね
い

に
拭
き
上
げ
、福
井
さ
ん
は
に
っ
こ
り

笑
い
、「
建
屋
は
古
い
け
ど
、ト
イ
レ
は

き
れ
い
に
な
っ
て
、『
観
光
ト
イ
レ
』
っ

て
看
板
が
つ
い
た
ん
で
す
。
い
ま
は
、

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
た
ち
が
よ
く

使
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
」と
話
し

た
。格
子
戸
か
ら
の
光
で
便
器
が
輝
い

て
い
た
。

　
上
御
霊
神
社
の
祭
神
は
桓
武
天
皇

の
弟
、早
良（
さ
わ
ら
）親
王
。天
皇
と

の
葛
藤
か
ら
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。そ

の
後
疫
病
と
災
害
が
多
発
し
、祟
り
を

怖
れ
た
天
皇
は
、７
９
４
年
平
安
京
に

遷
都
し
、上
御
霊
神
社
を
造
営
、怨
霊

は
御
霊
と
な
り
、御
所
の
守
護
神
と
な

り
、疫
病
も
退
散
さ
せ
て
く
れ
た
。以

来
明
治
維
新
ま
で
、京
都
は
千
年
王
城

の
地
と
な
っ
た
。

坂
本
孝
子
さ
ん
が
は
じ
め
、

　
福
井
さ
ん
を
誘
っ
た

　
こ
こ
の
ト
イ
レ
掃
除
は
、
約
25
年

前「
京
都
掃
除
に
学
ぶ
会
」の
初
期
メ

ン
バ
ー
で
、
近
く
で
学
生
向
け
下
宿

を
営
ん
で
い
た
坂
本
孝
子
さ
ん
が
は

じ
め
た
。目
立
た
な
い
善
行
を
重
ね
る

と
、
そ
の
徳
が
病
気
を
治
し
て
く
れ

る
と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。坂
本
さ
ん

は
、掃
除
を
は
じ
め
て
実
際
に
心
身
と

も
に
元
気
に
な
っ
た
の
で
、ま
わ
り
の

人
に
掃
除
の
有
難
さ
を
伝
え
、ま
た
生

活
困
窮
者
へ
の
炊
き
出
し
な
ど
の
社
会

奉
仕
活
動
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ

ん
な
時
、
坂
本
さ
ん
は「
い
ろ
ん
な
悩

み
や
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
掃
除

し
た
ら
、
い
っ
ぺ
ん
に
良
く
な
る
よ
。

い
っ
し
ょ
に
上
御
霊
さ
ん
の
お
掃
除
せ

え
へ
ん
」と
福
井
さ
ん
に
声
を
か
け
、

福
井
さ
ん
は
お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

私
の
掃
除
履
歴
書
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岩
﨑
典
子
さ
ん
が
加
わ
っ
た

　
２
０
０
３
年(

平
成
15)

１
月
、
雪
の

降
る
寒
い
朝
、お
百
度
参
り
す
る
女
性

が
い
た
。坂
本
さ
ん
は
声
を
か
け
よ
う

か
と
迷
っ
た
が
、た
だ
ご
と
で
は
な
い

様
子
に
少
し
待
つ
こ
と
に
し
た
。お
百

度
参
り
は
つ
づ
い
た
。
あ
る
朝
、そ
の

女
性
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。「
岩
﨑

典
子
と
い
い
ま
す
。
お
掃
除
、一
緒
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
」。も
ち

ろ
ん
大
歓
迎
し
た
。一
緒
に
ト
イ
レ
を

磨
い
た
。

　

終
わ
っ
て
岩
﨑
さ
ん
は
言
っ
た
。

「
問
題
は
何
も
変
わ
っ
て
な
い
け
ど
、

カ
ー
テ
ン
が
開
く
み
た
い
に
心
が
晴

れ
ま
し
た
。こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
な

ん
て
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」　

そ
の
日
か
ら
、坂
本
さ
ん
と
岩
﨑
さ
ん

の
毎
朝
掃
除
が
始
ま
り
、坂
本
さ
ん
が

亡
く
な
る
２
０
１
４
年(

平
成
26)

ま
で

続
い
た
。
福
井
さ
ん
は
、坂
本
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
語
っ
た
。「
坂
本
さ
ん
の
お

掃
除
は
祈
り
や
っ
た
と
思
う
ん
で
す
」　

そ
し
て
、福
井
さ
ん
は
決
め
た
。「
こ
こ

の
お
掃
除
を
死
ぬ
ま
で
続
け
さ
せ
て
も

ら
お
う
」坂
本
さ
ん
の
思
い
は
、
福
井

さ
ん
と
岩
﨑
さ
ん
に
受
け
継
が
れ
た

の
だ
っ
た
。

(

福
井
さ
ん(
左)

と
岩
﨑
さ
ん)

掃
除
を
す
る
と
な
ん
か
う
ま
く
い
く

　
福
井
三
千
子
さ
ん
の
話
を
す
る
。旧

姓
は
木
村
、西
陣
織
の
帯
屋
に
生
ま
れ

た
。母
は
住
み
込
み
店
員
の
世
話
に
忙

し
か
っ
た
。
寂
し
か
っ
た
。
母
の
喜
ぶ

顔
を
見
た
さ
に
、家
事
手
伝
い
や
お
墓

参
り
、ト
イ
レ
掃
除
も
し
た
。「
ト
イ
レ

掃
除
し
た
ら
、な
ん
で
か
知
ら
ん
け
ど

う
ま
く
い
く
」と
、い
つ
も
不
思
議
に

思
っ
て
い
た
。

　
中
学
に
入
る
と
、テ
ニ
ス
に
夢
中
に

な
っ
た
。試
合
に
勝
ち
た
い
。「
ど
う
か

勝
た
し
て
く
だ
さ
い
」と
、コ
ー
ト
横

の
ト
イ
レ
を
掃
除
し
た
。テ
ニ
ス
は
め

き
め
き
上
達
し
、京
都
代
表
で
国
体
に

７
回
出
場
、大
学
３
年
の
と
き
は
全
日

本
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
優
勝
し

た
。試
合
で
全
国
に
出
か
け
る
費
用
は

す
べ
て
選
手
の
負
担
だ
っ
た
が
、父
が

出
し
て
く
れ
た
。
父
は「
全
部
応
援
す

る
か
ら
、わ
し
の
言
う
と
お
り
お
見
合

い
せ
え
よ
」と
言
っ
た
。

　
昭
和
37
年
、
父
が「
こ
こ
行
っ
て
く
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れ
へ
ん
か
」と
見
合
い
の
話
を
持
っ
て

来
た
。お
相
手
は
三
条
の
老
舗『
み
す

や
針
』福
井
家
の
長
男
で
、
子
宝
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
福
井
家
が
暖
簾
を
守

る
た
め
に
養
子
に
迎
え
た
人
だ
っ
た
。

結
婚
、葛
藤
、倫
理
と
の
出
会
い

　
『
み
す
や
針
』は「
一
条
戻
り
橋
、
二

条
き
ぐ
す
り
や
、三
条
の
み
す
や
針
」

と
、京
わ
ら
べ
唄
に
も
唄
わ
れ
た
慶
安

４
年（
１
６
５
１
年
）創
業
の
老
舗
中

の
老
舗
。
屋
号
は
第
１
１
１
代
後
西

（
ご
さ
い
）天
皇
か
ら
賜
っ
た
そ
う
だ
。

宮
中
の
御
用
針
司
と
し
て
針
へ
の
清
め

の
意
味
と
、秘
術
の
技
を
漏
ら
さ
ぬ
よ

う
御
所
の
御
簾（
み
す
）の
中
で
つ
く

ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　
24
歳
で
結
婚
し
た
。嫁
姑
の
関
係
は

実
に
厳
し
く
、悩
ん
だ
。
26
歳
の
と
き

に「
家
庭
倫
理
の
会
」の「
朝
起
会
」に

誘
わ
れ
た
。ま
だ
暗
い
う
ち
に
お
姑
さ

ん
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、こ
っ
そ

り
家
を
出
た
。

　

福
井
さ
ん
は
思
っ
た
。「
教
え
に
し

た
が
っ
て
生
き
た
ら
、お
て
ん
と
さ
ん

が
必
ず
味
方
し
て
く
れ
は
る
。こ
う
い

う
生
活
を
せ
な
あ
か
ん
な
」と
。
と
は

い
え
、仕
事
の
途
中
で
世
話
役
を
し
に

店
を
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

「
こ
ん
な
忙
し
い
時
に
よ
う
出
て
い
く

な
あ
」と
嫌
み
を
言
わ
れ
た
。「
ご
め

ん
」と
言
っ
て
店
を
後
に
し
た
。

　

た
い
へ
ん
な
葛
藤
の
中
で
、
心
に

誓
っ
た
。「
一
切
文
句
は
言
う
ま
い
。自

分
を
変
え
る
以
外
に
な
い
。お
て
ん
と

さ
ん
は
い
つ
も
輝
い
て
は
る
。み
ん
な

を
温
か
く
し
て
く
れ
は
る
。わ
た
し
も

ど
ん
な
と
き
で
も
輝
い
て
い
よ
う
。み

ん
な
を
温
か
く
で
き
る
人
に
な
ろ
う
。

あ
と
は
す
べ
て
、お
て
ん
と
さ
ん
に
お

ま
か
せ
や
。お
て
ん
と
さ
ん
に
味
方
し

て
も
ら
お
う
」

　
和
や
か
な
家
庭
を
め
ざ
し
た
。心
を

こ
め
た
手
づ
く
り
料
理
に
こ
だ
わ
り
、

笑
顔
で「
あ
り
が
と
う
」を
言
い
続
け

た
。次
第
に
お
姑
さ
ん
に
対
す
る
気
持

ち
も
変
わ
っ
た
。自
分
が
変
わ
る
と
相

手
も
変
わ
る
と
い
う
が
、そ
の
と
お
り

に
な
っ
た
。

　
「
あ
ん
た
の
世
話
に
だ
け
は
な
り
た

く
な
い
」と
言
っ
て
い
た
お
姑
さ
ん
が
、

亡
く
な
る
直
前
に「
三
千
子
は
ん
、い

ろ
い
ろ
わ
が
ま
ま
言
う
た
け
ど
、文
句

も
言
わ
ん
と
、よ
う
言
う
こ
と
聞
い
て

く
れ
て
ほ
ん
と
に
あ
り
が
と
う
」と
言

っ
て
く
れ
た
。「
一
瞬
光
が
輝
き
」、
嫁

姑
の
長
い
確
執
の
年
月
が
消
え
た
。思

わ
ず
抱
き
つ
き
、泣
い
た
。

掃
除
の
不
思
議
が
解
け
た
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「
倫
理
法
人
会
」の
富
士
高
原
研
修

に
参
加
し
た
と
き
に
、鍵
山
相
談
役
の

お
話
し
を
聞
い
た
。「
ト
イ
レ
掃
除
す

る
と
、
な
ん
か
う
ま
く
い
く
」と
思
っ

て
い
た
長
年
の
不
思
議
が
解
け
た
。

　

１
９
９
６
年(
平
成
８)

、「
京
都
掃

除
に
学
ぶ
会
」が
出
来
、
坂
本
孝
子
さ

ん
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
。「
冨
岡
重

尚
さ
ん
の
後
ろ
姿
を
見
て
、頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。道
具
の
後
始
末
や
前

日
の
準
備
は
、え
え
勉
強
で
し
た
。
成

田
芳
久
さ
ん
が
会
社
の
倉
庫
に
道
具

を
預
か
っ
て
く
れ
は
り
ま
し
た
の
で
、

坂
本
さ
ん
と
何
回
か
整
理
に
行
き
ま

し
た
。
次
に
使
う
人
の
た
め
と
言
う

て
、カ
ネ
ヨ
ン
の
口
を
歯
ブ
ラ
シ
で
丁

寧
に
き
れ
い
に
し
は
る
の
に
は
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」

　
２
０
０
８
年(

平
成
20)

に
、
若
者
の

街
頭
清
掃「
新
洗
組
」が
発
足
し
た
。

裏
方
の
世
話
を
買
っ
て
出
た
。自
分
が

幸
せ
を
も
ら
っ
た
と
思
う
か
ら
、今
度

は
若
い
人
に
お
返
し
を
す
る
番
だ
と
思

っ
た
。
自
宅
に
誘
っ
て
お
ば
ん
ざ
い
を

ふ
る
ま
う
こ
と
も
あ
る
。特
に
鯖
寿
司

は
大
人
気
だ
。

　

83
歳
の
い
ま
も
、
上
御
霊
神
社
の

他
、
新
洗
組
の
木
屋
町
、
松
尾
大
社
、

「
京
都
掃
除
に
学
ぶ
会
」の
例
会
に
欠

か
さ
ず
参
加
し
、「
倫
理
法
人
会
」の
モ

ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
も
週
２
回
出
席

す
る
。
健
康
の
秘
訣
は
少
食
、日
本
の

昔
か
ら
の
伝
統
食
、お
野
菜
、と
き
ど

き
の
断
食
、そ
し
て
月
に
２
度
程
度
の

ゴ
ル
フ
。
商
売
は
ご
長
男
が
継
ぎ
、順

調
な
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

　
「
子
ど
も
は
５
人
、
孫
６
人
。
み
ん

な
仲
良
し
が
う
れ
し
い
。子
ど
も
や
孫

の
後
押
し
を
し
た
い
。陰
日
向
な
し
の

徳
積
み
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
主
人
は
88
歳
に
な
り
ま
し
た
。

一
緒
に
い
ら
れ
る
一
日
一
日
を
大
切
に

し
た
い
」

　
掃
除
と
倫
理
の
教
え
で
葛
藤
を
受

け
い
れ
、光
に
変
え
た
福
井
三
千
子
さ

ん
。
家
族
の
ま
も
り
神
と
し
て
、
今
日

も
上
御
霊
さ
ん
を
掃
除
す
る
。

(

取
材　
池
永
重
彦)

(

前
列
左
福
井
さ
ん
、２
人
目
坂
本
さ
ん)

(

604-

8036 

京
都
市
中
京
区
三
条
通
河
原
町

西
入
ル
石
橋
町
26 

三
條
本
家
み
す
や
針)
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掃
除
道
に
生
き
る（
２
）

日
本
を
美
し
く
す
る
会

顧
問
　
田
中 

義
人

鍵
山
秀
三
郎
先
生
と
の
出
逢
い

　
１
９
９
１
年(

平
成
３)

11
月
23
日
、

地
域
の｢

は
が
き
祭
り｣

に
来
ら
れ
た
先

生
と
、運
命
的
な
出
逢
い
を
し
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
で
、日
本
中
が
大
変
な
時

で
し
た
。先
生
は
仰
い
ま
し
た
。

　
「
30
年
間
毎
日
ト
イ
レ
掃
除
を
し
て

き
ま
し
た
。お
陰
で
自
分
の
人
生
も
会

社
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。私
は
掃

除
を
通
し
て
、世
の
中
か
ら
心
の
す
さ

み
を
な
く
し
て
い
き
た
い｣　
多
く
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し

た
が
、鍵
山
先
生
が
姿
勢
を
正
し
て
仰

っ
た
こ
の
言
葉
が
、ス
ト
ン
と
私
の
心
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。

私
の
掃
除
道
の
始
ま
り

　
翌
朝
６
時
か
ら
約
30
分
間
、自
宅
前

の
神
社
の
掃
除
を
始
め
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
が
駄
菓
子
屋
で
買
っ
て
遊
ぶ
の

で
、す
ご
く
汚
れ
て
い
ま
し
た
。半
年
く

ら
い
続
け
た
と
き
の
こ
と
。ゴ
ミ
一つ
な

い
境
内
に
、朝
日
が
さ
ー
っ
と
射
し
た
。

す
る
と
お
社
が
輝
い
て
見
え
た
ん
で
す
。

改
め
て｢

こ
こ
は
神
社
だ
っ
た
ん
だ｣

と

感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
気
づ
け
ば
、

子
ど
も
た
ち
は
ゴ
ミ
を
捨
て
な
く
な
っ

て
い
た
。

　
お
年
寄
り
が
、ペ
ン
キ
が
剥
げ
た
り

壊
れ
て
い
た
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
を
治
し
て

く
れ
た
。そ
の
う
ち
、氏
子
さ
ん
た
ち
が

汚
れ
て
い
た
神
殿
を
建
て
替
え
ま
し
た
。

何
十
年
間
掃
除
し
て
い
な
い
汲
み
取
り

式
ト
イ
レ
を
、私
が
掃
除
を
し
て
使
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。す
る
と
、地
元
の

人
が
水
洗
ト
イ
レ
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
口
の
フ
ェ
ン
ス
も
作
り
替
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、誰
に
言
わ
れ

な
く
て
も
起
き
た
ん
で
す
。環
境
を
正

す
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
う
い
う
変
化
が

次
々
に
起
き
た
ん
で
す
。

第
一
回
大
正
村
掃
除
に
学
ぶ
会

　
こ
の
感
動
を
仲
間
に
伝
え
た
く
な

り
ま
し
た
。鍵
山
先
生
に
お
願
い
し
て
、

１
９
９
３
年（
平
成
５
）11
月
７
～
８

日
、35
名
で
掃
除
に
学
ぶ
会
を
開
催
し

ま
し
た
。（
写
真
）　
参
加
者
は
、駐
車

場
の
ト
イ
レ
で
初
め
て
の
ト
イ
レ
掃
除

を
経
験
し
て
大
き
な
感
動
を
味
わ
い
ま

し
た
。翌
年
春
の
開
催
に
は
、２
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。以
降
毎
年
開
催
す

る
な
か
で
、ト
イ
レ
掃
除
の
感
動
が
広

が
り
、全
国
各
地
に
自
然
発
生
的
に
掃

佳
書
抄
録
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除
に
学
ぶ
会
が
で
き
、
海
外
に
も
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

掃
除
の
す
ご
さ

　
私
は
鍵
山
先
生
に
会
う
ま
で
、掃
除

に
は
一
切
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
間
は
、よ
き
出
逢
い
に
よ
っ
て
変
わ

れ
ま
す
。

　
掃
除
を
知
ら
な
い
人
は
、｢

な
ん
で
ト

イ
レ
な
ん
か
磨
く
の
。な
ん
で
落
葉
を

掃
く
の｣

と
疑
問
に
思
う
で
し
ょ
う
が
、

体
を
使
っ
て
や
っ
て
み
れ
ば
、そ
の
意
味

に
気
づ
く
と
思
い
ま
す
。

　
大
谷
翔
平
、ご
存
じ
で
す
ね
。｢

大
谷

の
精
神
力
は
ト
イ
レ
掃
除
に
よ
る
も
の

だ
」と
、ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
が
書
い

て
い
ま
し
た
。
大
谷
は
、｢

あ
な
た
は
な

ぜ
ゴ
ミ
を
拾
う
の
で
す
か｣

と
聞
か
れ

て
、｢

運
は
自
分
で
見
つ
け
る
も
の
、
拾

え
る
も
の
、僕
は
他
人
が
捨
て
た
運
を

拾
っ
て
い
ま
す｣

と
あ
り
ま
し
た
。ま
た

大
谷
は
、マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
を
書
い
て

お
り
、真
ん
中
に｢
運｣

と
あ
り
、周
囲
に

挨
拶
と
ご
み
拾
い
と
掃
除
、本
を
読
む

な
ど
が
あ
り
ま
す
。人
間
の
ベ
ー
ス
を

作
る
こ
と
で
選
手
を
育
て
る
監
督
は
す

ば
ら
し
い
で
す
ね
。こ
れ
が
本
来
の
人

間
教
育
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、他
人
か
ら
指
摘
さ
れ
る

と
、な
か
な
か
素
直
に
な
れ
ま
せ
ん
。そ

こ
で
、自
分
で
気
づ
く
場
が
必
要
で
あ

り
、そ
れ
が
掃
除
で
す
。そ
し
て
環
境

が
良
く
な
る
と
、清
々
し
い
空
気
が
流

れ
、落
ち
着
い
て
き
ま
す
。

　
掃
除
は
、体
を
使
い
、頭
を
使
い
、心

を
使
う
三
拍
子
で
、人
の
感
性
を
豊
か

に
し
知
恵
を
生
み
出
し
ま
す
。

教
え
よ
う
と
し
な
い

　
老
人
施
設
の
職
員
に
、「
問
題
を
起
こ

し
て
困
る
職
業
の
人
は
？
」と
聞
く
と
、

｢

学
校
の
先
生
だ
っ
た
人｣　

｢

な
ん
で｣　

｢

指
摘
す
る
、教
え
よ
う
と
し
ま
す
。そ

う
い
っ
て
い
る
人
に
こ
そ
気
づ
い
て
ほ
し

い
の
に｣

　
自
分
は
正
し
い
と
思
い
込
み
、人
の

欠
点
を
指
摘
し
、直
さ
せ
よ
う
と
す
る

こ
と
が
問
題
で
す
。口
だ
け
で
は
人
は

変
わ
ら
な
い
の
で
す
。　
　

  (

つ
づ
く)　
　
　
　
　

第一回大正村掃除に学ぶ会（田中久勝氏撮影）
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■
東
北
　
会
津
掃
除
に
学
ぶ
会

　
昨
年
20
周
年
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
で

ほ
と
ん
ど
活
動
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

世
話
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
出
来

る
範
囲
の
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
の
全
国
一
斉
掃
除
の
日
に
は
、世

話
人
な
ど
30

名
が
久
々
に
集

合
し
、
会
津
若

松
市
内
の
公
園

の
清
掃
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
新
典
）

■
関
東
　
栃
木
掃
除
に
学
ぶ
会

　

毎
月
第
一
日
曜
朝
５
時
半
、
第

２
７
５
回
を
迎
え
た
宇
都
宮
駅
前
掃

除
。道
具
を
並
べ
、黙
想
し
て
か
ら
開

会
式
を
行
い
、掃
除
に
勤
し
ん
で
お
り

ま
す
。
先
輩
方
の
精
神
を
受
け
継
い

で
、
よ
り
い
っ
そ
う
掃
除
を
深
め
、一

隅
を
照
ら
し
て
ま
い
り
ま
す
。お
子
様

の
参
加
も
多
く
、中
で
も
愛
泉
童
太
鼓

で
は
、全
国
優
勝
の
経
験
も
あ
る
子
供

た
ち
が
育
っ
て
お
り
ま
す
。掃
除
か
ら

ひ
と
つ
の
物
事
に
向
き
合
う
精
神
が

養
わ
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

(

原
田
孝
之)

■
関
西
　
彦
根
掃
除
に
学
ぶ
会

　

会
員
の
高
齢
化
と
リ
ー
ダ
ー
不
足

で
、学
校
ト
イ
レ
掃
除
が
で
き
な
く
な

り
、一
時
は
休
会
を
考
え
ま
し
た
。し

か
し
、一
昨
年
か
ら
少
人
数
で
も
で
き

る
公
園
の
ト
イ
レ
掃
除
に
方
向
転
換
し

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
も
、金

亀
公
園
、彦
根
市
荒
神
山
公
園
と
、少

人
数
で
も
毎
月
ト
イ
レ
掃
除
を
続
け
て

い
ま
す
。12
月
か
ら
地
元
の
警
備
会
社

が
参
加
し
て
人
数
が
増
え
ま
し
た
。

（
田
中
喜
一
朗
）

■
中
国
　
お
の
ピ
カ

　
尾
道
市
と
商
工
会
議
所
の
主
催
で

18
年
前
に
立
ち
上
が
っ
た
会
で
す
。今

は
鍵
山
掃
除
道
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

で
す
。尾
道
大
学
の
生
徒
さ
ん
も
加
わ

り
、
第
三
土
曜
６
時
半
か
ら
８
時
ま

で
、毎
回
賑
や
か
な
清
掃
活
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
（
岡
本
淳
治
）

■
四
国
　
え
ひ
め
掃
除
に
学
ぶ
会

　
令
和
２
年
10
月
18
日
８
時
半
か
ら
、

松
前
町
義
農
児
童
公
園
に
於
い
て
第

１
９
４
回
が
開
催
さ
れ
、約
30
名
で
公

園
内
ト
イ
レ
や
神
社
周
辺
に
て
活
動

を
行
い
ま
し
た
。終
了
後
は
世
話
人
を

中
心
に「
今
後
の
会
の
進
め
方
」に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、コ
ロ
ナ
終
息
ま
で

の
当
面
の
期
間
、学
校
で
は
な
く
公
園

ち
い
き
通
信
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な
ど
屋
外
施
設
を
中
心
に
活
動
し
て

行
く
事
と
し
ま
し
た
。　

（
兵
頭
淳
志
）

■
九
州
　
糸
島
掃
除
に
学
ぶ
会

　
毎
月
第
３
木
、５
時
半
か
ら
、会
員

２
名
で
前
原
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
清
掃

（
１
月
現
在
第
35
回
）を
、６
時
半
か
ら

は
、会
員
６
名
で
前
原
駅
前
の
街
頭
清

掃（
同
第
53
回
）を
、「
日
本
一
美
し
い

駅
に
！
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、会
員
数
名
は
毎
日
昼
間

に
前
原
駅
前
周
辺
の
美
化
も
行
っ
て

お
り
、今
は
市
役
所
の
駐
輪
場
管
理
者

も
手
伝
っ
て
く
だ
さ
り
、駅
前
が
以
前

と
比
べ
て
随
分
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

（
馬
渡　
誠
）

■
奈
良
便
教
会

　
２
０
１
４
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

大
和
八
木
駅
周
辺
の
街
頭
清
掃
。第
二

水
曜
日
20
時
か
ら
、集
ま
れ
る
人
が
集

ま
れ
ば
な
ー
っ
と
始
め
た
。
教
師
や
、

小
、中
、高
の
生
徒
、会
社
員
ら
10
名

近
く
が
参
加
し
て
い
る
。参
加
者
か
ら

知
人
に
話
が
伝
わ
り
、不
登
校
の
子
が

月
に
一
度
の
ゴ
ミ
拾
い
を
楽
し
み
に
参

加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

少
し
ず
つ
い
い
ご
縁
を
広
げ
て
い
る
。

（
小
峠
大
地)

■
愛
知
県
扶
桑
東
小
便
教
会

　
大
規
模
な
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。月

１
回
、
10
人
ほ
ど
の
活
動
で
す
。し
か

し
、地
道
に
44
回
続
け
る
中
で
、初
参

加
の
方
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
る

方
、他
校
の
先
生
方
、別
の
職
種
の
方
、

地
域
に
住
ま
わ
れ
る
方
等
、様
々
な
方

と
の
ご
縁
が
で
き
、「
種
が
ま
か
れ
て
」

い
ま
す
。学
校
の
す
べ
て
の
ト
イ
レ
を

掃
除
し
ま
し
た
。「
綺
麗
さ
を
保
つ
」こ

と
が
意
識
さ
れ
、
ト
イ
レ
の
使
い
方
、

ス
リ
ッ
パ
の
整
頓
が
よ
り
よ
く
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
鍵
山
相
談
役
が
お
っ

し
ゃ
る「
大
き
な
努
力
で
、
小
さ
な
成

果
を
」大
切
に
活
動
を
続
け
ま
す
。

(

木
原
勝
利)

■
第
20
回
便
教
会
総
会

　
昨
年
末
12
月
27
日
開
催
。や
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
。８
月
の
予
定
を
中
止

し
た
あ
と
、
悶
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、事
故
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
対
策
し
て
臨
み
ま
し
た
。年
が
明

け
、参
加
し
た
東
海
学
園
大
学
の
学
生

さ
ん
か
ら
多
く
の
感
想
が
届
き
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
で
気
持
ち
が
沈
む
中
、｢

ト

イ
レ
掃
除
で
心
が
震
え
、
感
動
！｣

で

す
。改
め
て
、ト
イ
レ
掃
除
に
は
魔
訶

不
可
思
議
な
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と
き

に
は
、心
も
清
め
ら
れ
て
い
る
、
掃
除

は
心
と
直
結
し
て
い
る
の
で
す
！　

（
高
野
修
滋
）
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環
境
保
全
功
労
者
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
、
環
境
美
化
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
皆
さ

ま
の
ご
功
績
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

環
境
問
題
は
地
球
規
模
の
課
題

で
あ
り
、一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
活

動
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
皆
さ
ま
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
一
つ
で
も
増
や
す
こ
と
が
、｢

持
続

可
能
な
社
会｣

実
現
の
た
め
に
不
可

欠
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な

る
発
展
と
、
益
々
の
ご
活
躍
を
祈

念
致
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
お
祝
い

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

環
境
大
臣　

小
泉
進
次
郎

令
和
二
年
八
月

（
送
り
状
抜
粋
）

環境大臣表彰を受賞
日本を美しくする会
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詳細・お申し込みは
関東ブロック長　間仲昶充　090-4356-1867　mani-nyo@zg7.so-net.ne.jp

詳細・お申し込みは
http://souji.jp

DVD
「抗菌トイレの掃除方法」
新しい時代のトイレ掃除の提案

DVD
「百人の一歩のためのひとりの一歩」
「播磨掃除に学ぶ会」木南一志氏

「日本を美しくする会」
賛助会員募集

白鳥宏明副会長による、新型コロナウィ
ルス感染予防対策の注意事項と、最近
増えてきた抗菌トイレの掃除方法など。

　当会は、｢掃除を通して、人々の心のすさ
みをなくしたい｣と、各種の市民活動を行っ
ております。多くの事業者や市民の皆様に
ご支援いただければ幸いです。

お申し込みの方法
①�本部事務局（巻末の奥付に連絡先）に、ご
連絡頂きます。
②�事務局より｢賛助会員申込書｣と｢自動払込
利用申込書｣をお送りします。
③これらに記入して事務局に返送頂きます。
④�年一回指定銀行口座より自動引き落とし
となります。

　鍵山相談役から学んだことの実話は、
今この時代、誰の心にも響く講演です。

掃除により、世の中を良くする
市民活動に賛同して下さる方を
募集しています！

価格　1200円/枚(送料込み） 価格　1200円/枚(送料込み）

詳細・お申し込みは

「Bonji tettei」Tシャツ
「海外の人にも着てもらいたい」
A piece of trash picked up and an 
area shows its beauty.
（ひとつ拾えばひとつだけきれいになる）

Tシャツ　1枚/1,500円（税込）

メールアドレス
threebucketsthreebuckets@gmail.com

Tシャツチーム
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役職(担当) 氏名 会社名 〒 住所 電話 FAX
理事 会長 利　哲雄 日本企画（株） 273-0005 千葉県船橋市本町6-21-16 047-426-0026 047-426-6071
理事 副会長 白鳥　宏明 白岩運輸（株） 414-0045 静岡県伊東市玖須美元和田729-36 0557-37-9327 0557-37-8058
理事 事務長 千種　敏夫 （有）エムシイエス設計 194-0043 東京都町田市成瀬台2-30-14-C303 042-739-1926 042-739-1927
理事 財務担当部長 塩貝　久 クリーンテックシオガイグループ本社 120-0047 東京都足立区宮城1-6-15 03-3919-3301 03-3919-6623
理事 広報担当部長 中島　セイジ （株）クオーターバック 162-0841 東京都新宿区新小川町1-14 03-5225-6601 03-5225-7505
理事 北海道ブロック長 田村　健一 北ミート（株） 007-0826 北海道札幌市東区東雁来6条2-2-25 011-783-7111 011-783-7268
理事 東北ブロック長 冨田　浩志 (株）とみひろ 990-0031 山形県山形市十日町4-1-3 023-635-1212 023-635-1228
理事 関東ブロック長 間仲　昶充 216-0031 神奈川県川崎市宮前区神木本町1-23-9 044-865-4128 044-865-4128
理事 中部ブロック長 杉浦　三代枝 スギ製菓（株） 447-0857 愛知県碧南市大浜上町3-85-1 0566-45-2020 0566-45-2021
理事 北陸ブロック長 松木　延倫 土地家屋調査士事務所 918-8104 福井県福井市板垣1-523 0776-34-8648 0776-36-2906
理事 関西ブロック長 後藤　敬一 滋賀ダイハツ販売（株） 520-3046 滋賀県栗東市大橋4-1-5 077-551-0081 077-551-0071
理事 中国ブロック長 井辻　栄輔 井辻食産（株） 731-0135 広島県広島市安佐南区長束5-6-8 082-238-8793 082-238-1698
理事 四国ブロック長 田中　正志 ギノー味噌（株） 791-3152 愛媛県伊予郡松前町大字永田松ノ隣345-1 089-984-2135 089-984-7300
理事 九州ブロック長 廣瀬　透 （有）学優舎 827-0003 福岡県田川郡川崎町1 0947-72-6298 0947-72-5599
理事 沖縄ブロック長 石川　元義 （株）いしかわ文明堂 903-0104 沖縄県中頭郡西原町字兼久66 098-835-8001 098-835-8177
理事 竹花　豊 おやじ日本 150-0002 東京都渋谷区渋谷1-18-21-3階 03-3499-1877 03-3499-1877
理事 顧問 田中　義人 東海神栄電子工業（株） 509-7201 岐阜県恵那市大井町630-1 0573-25-4550 0573-25-1861
理事 顧問 伊藤　信幸 （株）ホットマン 982-0034 宮城県仙台市太白区西多賀4-4-17 022-243-5091 022-243-5094
理事 顧問 太田　昌浩 （株）ムッシュ太田 980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院2-1-61-3F 022-222-8860 022-222-8861
理事 縄田　良作 140-0014 東京都品川区大井1-16-1-2302 080-1267-4821 -
監事 鍵山　幸一郎 （株）幸栄企画 154-0001 東京都世田谷区池尻2-37-12-701 03-5712-8808 03-5712-8810

顧問 橋本　典明 （株）イソップ 509-7716 岐阜県恵那市明智町1847-1 0573-55-0001 0573-54-4668

会の名称 代表世話人 会社名 〒 住所 電話 FAX

海外

ブラジル 利　哲雄 日本企画（株） 273-0005 千葉県船橋市本町6-21-16 047-426-0026 047-426-6071
中国 陳　暁麗 泰邦（株） 540-0012 大阪府大阪市中央区谷町3-4-5-801 06-6966-0028 06-6966-0029
アメリカ 塩貝　久 クリーンテックシオガイグループ本社 120-0047 東京都足立区宮城1-6-15 03-3919-3301 03-3919-6623
台湾 秋山　浩司 東海神栄電子工業（株） 509-7201 岐阜県恵那市大井町630-1 0573-25-4550 0573-25-1861
北海道 ブロック長　田村　健一

1 札幌 田村　健一 北一ミート(株） 007-0805 北海道札幌市東区東苗穂5条3-7-11 011-783-7111 011-783-7268
東北 ブロック長　冨田　浩志　　副ブロック長　柳田　聡

2 青森 中村　勝弘 (株）サンワドー 030-0846 青森県青森市青葉3-5-6 017-715-5030 017-724-0333
3 岩手 又川　俊三 (株）クリエイト 020-0022 岩手県盛岡市大通3-1-23-3F 019-606-3115 019-606-3133
4 宮城 柳田　聡 （株）ホットマン 982-0034 宮城県仙台市太白区西多賀4-4-17 022-243-5091 022-243-5094
5 多賀城 小畑　貞雄 985-0832 宮城県多賀城市大代1-13-3 080-1682-5496 022-364-3027
6 山形 冨田　浩志 (株）とみひろ 990-0031 山形県山形市十日町4-1-3 023-635-1212 023-635-1228
7 原町 木幡　勝彦 （有）コワタコーポレーション 957-0042 福島県南相馬市原町区零字蛭沢175-4 0244-32-0765 0244-32-0766
8 会津 小池　信介 (株）リオン・ドールコーポレーション 965-0878 福島県会津若松市中町4-36 0242-26-2218 0242-28-7028
9 たむら 白石　高司 (株）白石モータース 963-4317 福島県田村市船引町東部台3丁目266-1 0247-61-6550 0247-61-6550
10 郡山 佐藤　克敏 (株）ヱスビー商会 963-8543 福島県郡山市朝日2-18-2 024-924-3111 024-924-3177

関東 ブロック長　間仲　昶充　　副ブロック長　洞　義郎　波多野　勝彦　渡辺　栄司　中鉢　悟　古旗　達也　原田　孝之
ブロック長 間仲　昶充 216-0031 神奈川県川崎市宮前区神木本町1-23-9 044-865-4128 044-865-4128
副ブロック長 洞　義郎 田辺建設（株）　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　102-0085 東京都千代田区六番町13 03-3222-5555 03-3239-0406

11 茨城 塚越　康男 (株）エンデバーツカコシ 304-0812 茨城県下妻市田下636 0296-44-2822 0296-44-2825
12 古河 板橋　孝司 （有）やなぎや 306-0011 茨城県古河市東1-4-19 0280-32-1776 0280-31-5273
13 栃木 原田　孝之 小澤製粉販売（株） 329-0014 栃木県下都賀郡野木町野木2016 0280-56-0011 0280-56-0021
14 足利 福田　茂夫 (株）ヒューマンネットワーク 326-0826 栃木県足利市借宿町281-12 0284-73-1270 0284-73-2757
15 長岡 遊座　正文 (株）ニッセイ新潟 954-0124 新潟県長岡市中之島4086-1 0258-66-6750 0258-66-6749
16 新潟 清水　伸 (株）博進堂 950-0807 新潟県新潟市東区木工新町378-2 025-274-7755 025-274-7679
17 十日町 丸岡　武 (株）村山土建 948-0031 新潟県十日町市本町1-71-1 025-752-3721 025-752-3891
18 燕･三条 菊地　正明 940-2523 新潟県長岡市寺泊田頭700-2 0258-75-3365 0258-75-3365
19 埼玉 中村　孝明 草加建設（株） 340-0051 埼玉県草加市長栄町1-628-1 049-943-7900 049-944-0248
20 京葉 木村　智博 276-0033 千葉県八千代市八千代台南1-16-6-206 090-8949-0097
21 上総 小川　義則 （株）トーヨー施工サービス 299-0257 千葉県袖ヶ浦市神納2725-1 0438-63-1300 0438-63-3441
22 山武 野老　真理子 大里綜合管理（株） 299-3236 千葉県大網白里市みやこ野2-3-1 0475-72-3473 0475-72-4001
23 れいたく 富田　裕之 モラロジー研究所 277-0065 千葉県柏市光ヶ丘2-1-1 047-173-3325 047-173-3324
24 東京 千種　敏夫 (有）エムシイエス設計 194-0043 東京都町田市成瀬台2-30-14-C303 042-739-1926 042-739-1927
25 神奈川 中鉢　悟 中鉢建設（株） 241-0001 神奈川県横浜市旭区上白根町744-4 045-954-3497 045-954-3613
26 大和 山崎　貞雄 (株）ニッコー 242-0025 神奈川県大和市代官1-10-3 046-269-0217 046-269-0284
27 山梨 前濱　勝二 400-0404 山梨県南アルプス市古市場250-3 055-287-6368 055-287-6368
28 茂原 秋葉　幸男 御園建設(株） 297-0029 千葉県茂原市高師521-6 0475-23-3732 0475-24-3481
29 日野 惟住　浩太郎 191-0032 東京都日野市三沢1508-10 045-594-7730 045-594-7730

中部 ブロック長　杉浦　三代枝　　副ブロック長　白鳥　宏明　木下　豊
30 長野東信 江原　俊男 （有）ザック 386-0407 長野県上田市長瀬2927-1 0268-36-1234 0268-36-1237
31 小布施 木下　豊 文屋 381-0204 長野県上高井郡小布施町飯田45 026-242-6512 026-242-6513
32 伊東 白鳥　宏明　 白岩運輸（株） 414-0045 静岡県伊東市玖須美元和田729-36 0557-37-9327 0557-37-8058

日本を美しくする会　本部世話人(理事)名簿

各地　代表世話人名簿
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33 静岡 杉井　保之 (株）オリジン･コーポレーション 425-0041 静岡県焼津市石津679 054-656-2040 03-6674-2451
34 磐田 金原　一平 キンバラ(株） 438-0086 静岡県磐田市見付1963-11 0538-35-5404 0538-34-0191
35 森町 榊原　淑友 437-0026 静岡県周智郡森町一宮94 0538-89-7810 0538-89-7810
36 浜松 黒柳　誠 (有）ありがとう 430-0933 静岡県浜松市中区鍛冶町124-5F 053-451-3701 053-451-3611
37 岐阜 松岡　浩 (株）タニサケ 503-2428 岐阜県揖斐郡池田町片山2957-1 0585-45-8555 0585-45-8500
38 美濃加茂 桜井　芳明 桜井食品(株） 505-0051 岐阜県美濃加茂市加茂野町鷹之巣343 0574-54-2251 0574-54-2253
39 中津川 加藤　景司 （株）加藤製作所 508-0011 岐阜県中津川市駒場447-5 0573-65-4175 0573-65-4177
40 大正村 田中　義人 東海神栄電子工業（株） 509-7201 岐阜県恵那市大井町630-1 0573-25-4550 0573-25-1861
41 豊橋 印南　道孝 440-0025 愛知県豊橋市井原町45-7 0532-62-0401 0532-62-0401
42 豊田 山中　敦子 (株）スーパーやまのぶ 470-0341 愛知県豊田市上原町1-30-1 0565-47-0047 0565-47-0048
43 西三河 杉浦　三代枝 スギ製菓(株） 447-0857 愛知県碧南市大浜上町3-85-1 0566-45-2020 0566-45-2021
44 名古屋 安藤　友治 458-0848 愛知県名古屋市緑区水広3-109-1 080-1619-0814
45 三重 伊東　俊二 （有）南勢建築設計 516-0035 三重県伊勢市勢田町580-3 0596-25-7667 0596-25-8201

北陸 ブロック長　松木　延倫　　副ブロック長　市村　昭代史　藤本　雅明
副ブロック長 市村　昭代史 村昭繊維工業（株） 929-1332 石川県羽咋郡宝達志水町北川尻73 0767-28-2421 0767-28-3773

46 福井 松木　延倫 土地家屋調査士 918-8104 福井県福井市坂垣1-523 0776-34-8648 0776-36-2906
47 石川 市山　勉 (株）エオネックス 920-0209 石川県金沢市東蚊爪町1-19-4 076-238-1181 076-238-9781
48 かが能美 山口　健次 （有）山口陶業社 923-1121 石川県能美市寺井町レ131 0761-57-1045 0761-57-1040
49 越中 松原　隆光 (株）ピア 939-8025 富山県富山市太郎丸西町2-6-12 076-422-0088 076-491-4692
50 おやべ 藤本　雅明 ふじもと自力研究所 932-0055 富山県小矢部市西町2-28 0766-68-0563 0766-68-0563

関西 ブロック長　後藤　敬一　　副ブロック長　佐藤　弘一　下　正晴
副ブロック長 佐藤　弘一 ネバダインターナショナル（株）658-0032 兵庫県東灘区向洋町中6-9神戸ファッションマート 078-846-2933 078-846-2931

51 滋賀 後藤　敬一 滋賀ダイハツ販売(株） 520-3046 滋賀県栗東市大橋4-1-5 077-551-0081 077-551-0071
52 高島 白井　則茂 (有）しらい 520-1217 滋賀県高島市安曇川町田中298 0740-32-0121 0740-32-3017
53 彦根 田中　喜一朗 527-0107 滋賀県東近江市今在家町286 050-5802-1485 0749-45-1867
54 大阪 下　正晴 (株）丸金 577-0815 大阪府東大阪市金物町5-13 06-6724-1055 06-6721-9009
55 泉州 丸山　春樹 (株)丸山製作所 597-0081 大阪府貝塚市麻生中942-1　 0724-26-1575 0724-26-1575
56 京都 時政　和輝 601-8411 京都府京都市南区西九条北ノ内町11 075-681-9166 075-662-0187
57 奈良 平松　正孝 平松税理士事務所 619-0224 京都府木津川市兜台6-8-7 0774-73-2332 0774-73-3003
58 和歌山 奥村　政喜 アトリエオクムラ 641-0056 和歌山県和歌山市秋葉町12-1-101 073-446-5358 073-446-5359
59 西宮 石井　信次 エヌ・エフ・エー（株） 674-0084 兵庫県明石市魚住町西岡1043 078-962-5530 078-962-5530
60 尼崎不尽 森　迪彦 （一社）実践人の家 660-0054 兵庫県尼崎市西立花町2-19-8 06-6419-2464 06-6419-3886

中国 ブロック長　井辻 栄輔 　副ブロック長　佐々木　一幸　宮川　洋司
副ブロック長 宮川　洋司 755-0083 山口県宇部市南小羽山町1-8-7 080-2888-4678 0836-35-8207

61 岡山 小西　敏之 710-0803 岡山県倉敷市中島173-9 090-4800-0524 086-465-3788
62 広島 井辻　栄輔 井辻食産(株） 731-0135 広島県広島市安佐南区長束5-6-8 082-238-8793 082-238-1698
63 東広島 上野　和浩 上野物産(株） 739-0007 広島県東広島市西条土与丸3-1-15 082-423-2220 082-422-8022
64 福山・尾道 岩城　勇二 ソニー生命保険（株） 720-0811 広島県福山市紅葉町1-19-4F 084-927-3731 084-927-3744
65 安芸高田 山田　正治 （株）杉野自動車 731-0523 広島県安芸高田市吉田町山手1346-1 0826-43-0600 0826-43-0707
66 三原 岡本　淳治 （株）ザ・ワークス広島 723-0052 広島県三原市皆実4-6-3-1F 0848-61-5770 0848-61-5771
67 呉 佐々木　一幸 広ステーションホテル 737-0131 広島県呉市広中町4-29 0823-71-2233 0823-73-2135
68 松江出雲 坂本　美由紀 みゆき農園 693-0011 島根県出雲市大津町1393-4 0853-21-1589 0853-21-1589
69 浜田江津 稲元　正敏 697-0003 島根県浜田市国分町600 0855-28-0574 0855-28-0574
70 益田 山崎　純 （株）キヌヤ 698-0047 島根県益田市高津8-4-14 0856-23-0865 0856-23-1370
71 下関 松村　久 751-0832 山口県下関市生野町2-18-6 083-252-4980 083-252-4980
72 宇部 宮川　洋司 755-0083 山口県宇部市南小羽町1-8-7 080-2888-4678 0836-35-8207
73 萩 柴田　千恵子 758-0011 山口県萩市椿東4698-15 0838-22-9514 0838-22-9514
74 岩国 新保　登喜春 740-1425 山口県岩国市由宇町南沖1-6-30 0827-63-3507 0827-63-3507
75 山口市 岡本　拓也 朴の森　鍵山記念館 754-0894 山口県山口市佐山131-1-2 083-989-3884 083-989-3884

四国 ブロック長　田中　正志　　副ブロック長　鍛谷　幸一
76 香川 久保　勝是 762-0025 香川県坂出市川津町729 0877-45-1254 0877-45-1254
77 阿南 古川　博 古川運送(有） 779-1620 徳島県阿南市福井町吉谷54-1 0884-34-3070 0884-34-2868
78 徳島 鍛谷　幸一 (株）ふじや 779-3117 徳島県徳島市国府町日開字東456-2 088-642-0050 088-642-9888
79 愛媛 田中　正志 ギノー味噌(株） 791-3152 愛媛県伊予郡松前町大字永田345-1 089-984-2135 089-984-7300
80 四国中央 毛利　久美子 799-0101 愛媛県四国中央市川之江町515-1-103 0896-58-5665 0896-58-5665

九州 ブロック長　廣瀬　透 　　副ブロック長　鎌田　安典(連絡先　鎌田　善政に同じ) 中尾　康二
81 糸島 馬渡　誠 浮岳さん 819-1116 福岡県糸島市前原中央2-7-8-901 090-4583-7773 092-846-5288
82 福岡 冨吉　袈裟右衛門 811-2247 福岡県糟屋郡志免町向ケ丘2-4-3 092-931-8155 092-931-8120
83 北九州 大下　英勝 新星電機(株） 805-0008 福岡県北九州市八幡東区枝光本町7-7-901 093-980-7375 093-980-7375
84 筑後・八女 矢加部　尚武 （有）アークシティ 833-0012 福岡県筑後市溝口762-1 0942-48-5531 0942-53-6777
85 筑豊 廣瀬　透 　 (有）学優舎 827-0003 福岡県田川郡川崎町1 0947-72-6298 0947-72-5599
86 長崎 梅元　建治 ナガサキベイデザインセンター 850-0911 長崎県長崎市東山手町8-18 095-820-5598 095-820-5598
87 佐世保 山根　由之 857-0863 長崎県佐世保市三浦町5-7-16 0956-25-1268 0956-23-3055
88 大分 矢野　雅則 合同会社　矢野商店 870-1137 大分県大分市宮崎台3-2-2 097-567-1772 097-567-1772
89 日田 長野　次郎 (株）光会館 877-0071 大分県日田市中本町7-12 0973-26-3077 0973-23-0158
90 熊本 蓑田　修治 860-0061 熊本県熊本市西区上高橋2-16-15 090-3328-1150 096-329-8308
91 八代 松永　謙悟 ふじ彩（株） 866-0873 熊本県八代市横手町1680-2 080-6428-5942 0965-35-8804
92 玖珠 穴井　道博 879-4413 熊本県玖珠郡玖珠町塚脇475-1 0973-72-5959 0973-72-5171
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93 人吉 田中　裕二 (株)りーな21 865-0005 熊本県人吉市上青井120-4 0966-22-1123 0966-22-1103
94 宮崎 奥野　幸子 880-0944 宮崎県宮崎市江南2-31-14 0985-51-3788 0985-52-7978
95 鹿児島 鎌田　善政 鎌田建設(株） 899-4462 鹿児島県霧島市国分敷根141 0995-46-3000 0995-46-3114
96 薩摩隼人心洗組 田原　憲夫 899-5115 鹿児島県霧島市隼人町東郷402 0995-42-8141 0995-42-8141
97 さつま川内 小城　年久 小城製粉(株） 895-0041 鹿児島県薩摩川内市隈之城町1892 0996-22-4161 0996-20-3973
98 指宿えい 土橋　真也 めぐみ写真館 891-0701 鹿児島県南九州市頴娃町郡307-3 0993-36-0148 0993-36-0510
99 志布志 田中　裕之 (株）古木建設 899-7402 鹿児島県志布志市有明町野井倉1118-2 099-474-1234 099-474-1428
100 徳之島 安田　司 891-7102 鹿児島県大島郡徳之島町亀徳986-8 090-2519-9308
101 ヨロン 本園　金盛 楽園荘 891-9307 鹿児島県大島郡与論町古里1279 0997-83-0335 0997-97-3574

沖縄 ブロック長　石川　元義　　副ブロック長　川畑　文夫　　佐和田　健二　
ブロック長 石川　元義 （株）いしかわ文明堂 903-0104 沖縄県中頭郡西原町字兼久66 098-835-8001 098-835-8177

102 沖縄南部 佐和田　健二 （株）てこだ 901-2104 沖縄県浦添市当山2-5-6 098-943-3922 098-879-1505
103 宮古島 西里　長治 （株）パラダイスプラン 906-0015 沖縄県宮古島市平良字久貝870-1 0980-73-4140 0980-79-0005
104 沖縄中部 川畑　文夫 (有）カワバタ 904-2153 沖縄県沖縄市美里5-13-12 098-937-9122 098-938-8156
105 やんばる 喜瀬　朝夫 （有）朝日興業企画 905-0021 沖縄県名護市東江5-9-23 0980-52-1588 0980-52-5375

1 宮城 宮城便教会 村上　幸宏 983-0006 宮城県仙台市宮城野区白鳥2-15-10 022-258-4641 022-258-4641
2 群馬 群馬便教会 新井　国彦 370-0042 群馬県高崎市貝沢町447 090-8871-6929
3 東京 東京便教会 山﨑　敏哉 201-0013 東京都狛江市元和泉1-19-4-201 080-3012-1519
4 埼玉 埼玉便教会 村田　陽 340-0006 埼玉県草加市八幡町64-3 090-9146-2626
5 静岡 静岡便教会 柿島　由和 416-0947 静岡県富士市宮下414-2 090-9932-5969
6 長野 長野便教会 太田　智明 383-0021 長野県中野市西2-9-2 090-2238-2934
7 愛知 愛知便教会 高野　修滋 445-0802 愛知県西尾市米津町天竺桂27 090-4215-1727
8 大阪 大阪便教会 西橋　聖次 538-0044 大阪府大阪市鶴見区放出東1-24-24 090-7309-4821
9 兵庫 兵庫便教会 木田　重果 665-0034 兵庫県宝塚市小林5-3-43-412 090-4293-3428
10 京都 京都山城便教会 小笹　大道 602-8173 京都府京都市上京区金馬場町163 090-8467-9638
11 三重 伊勢便教会 上野　祐一 516-0043 三重県伊勢市藤里町68-207 080‐1615-7317 0596-65-7209
12 九州 福岡便教会 赤司　文彦 814-0006 福岡県福岡市早良区百道3-10-1 092-822-2801 092-822-2807

日本を美しくする会　本部事務局 160-0023　東京都新宿区西新宿6-12-6-601 03-6304-5880 03-6304-5990

便教会　名簿

本書を読んでくださった方へ

各会の代表世話人、便教会の代表者の方へ

｢子どもたちに体験させたいな｣｢自分もやってみたいな｣とお感じになりまし
たら、まずこの名簿の｢各地の代表世話人｣あるいは｢便教会の代表者｣に連
絡をされませんか。
どうぞ、勇気をもって一歩を踏み出してください。

もし先生や一般の方から問い合わせがありましたら、ぜひ丁寧に温かく迎え
てあげて下さい。
掃除の活動が、教育分野や一般に広まるために、ご支援のほどよろしくお願
い致します。

●全国の先生方へ
　�｢子どもたちに体験させたいな｣と希望される先生へ。
   時間は60～180分ですが、
　�準備物は、濡れてもよい靴、マスクなど。詳細はご相談です。

●一般の方へ
　�掃除は｢自己修養」が本題ですので、｢ひとり掃除｣でも結構ですが、
さらに同じような気持ちを持つ人との活動は、より楽しいものに
なると思います。
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が
一

気
に
進
み
ま
し
た
。お
か
げ
で
各
地
の

皆
様
と
意
見
が
交
換
で
き
始
め
ま
し

た
。
今
後
と
も
、ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
読
者
よ
り　
清
風
掃
々
第
36
号
】

　
多
く
が
好
意
的
な
感
想
で
し
た
。

○�

表
紙（
の
カ
ラ
ー
化
）が
画
期
的
で
す
。

目
次
の
文
字
が
大
き
く
な
り
、博
多

の
記
事
は
帆
足
先
生
が
甦
り
、感
動

も
の
で
す
。靖
國
は
、最
後
に
相
談
役

の
記
事
と
神
社
の
由
緒
で
締
ま
り
ま

し
た
。人
吉
災
害
支
援
は
、大
変
な

活
動
だ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。
電
話

取
材
も
良
か
っ
た
で
す
。ひ
ろ
ば
と
編

集
後
記
は
、ホ
ッ
と
す
る
場
所
で
す
。

○�
今
年
最
後
の
月
例
会
会
場
は
小
学

校
。校
長
・
教
頭
は
じ
め
５
名
の
教

員
が
参
加
さ
れ
、｢

清
風
掃
々｣

を
お

渡
し
し
ま
し
た
。私
は
帰
宅
後
拝
読

し
、
特
に
、
特
集
、
教
育
と
掃
除
の

静
岡
便
教
会
、加
賀
能
美
の
お
話
に

感
銘
を
受
け
、先
生
方
に
お
渡
し
し

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

○�

こ
れ
ま
で
に
な
く
新
鮮
で
し
た
。表

紙
写
真
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
一人
掃
除

に
取
り
組
ま
れ
る
方
々
の
楽
し
さ
と

温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。博
多

駅
掃
除
の
駅
長
さ
ん
の
記
事
と
写
真

も
い
い
で
す
ね
。三
好
祐
司
先
生
の

記
事
は
、今
後
教
育
に
掃
除
を
お
願

い
す
る
時
に
、い
い
資
料
で
す
。多
方

面
か
ら
会
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
く

素
晴
ら
し
い
出
来
だ
と
思
い
ま
す
。

○�

カ
ラ
ー
の
表
紙
は
、活
力
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。濃
密
な
内
容
で
感
動
で

す
。こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

縦
長
サ
イ
ズ
で
、文
字
の
行
間
も
読

み
や
す
い
。ち
い
き
通
信
は
、
各
会

の
活
動
が
伝
わ
っ
て
嬉
し
い
で
す
。

○�

読
者
目
線
で
、改
善
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。山
本
健
治
様
の
記

事
は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
痛
快
で
、清
々

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
一
方
、私
の
傲

慢
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
ろ
ば
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【
編
集
後
記
】

▼�
新
宿
渋
谷
街
頭
清
掃　
　

17
年
前

か
ら
、あ
の
歌
舞
伎
町
の
浄
化
に
一

役
買
っ
た｢
掃
除｣

。こ
の
成
功
で
、掃

除
は
海
外
に
ま
で
波
及
し
ま
し
た
。

▼�

京
都
新
洗
組　
　

｢
若
者
、よ
そ
者
、

ば
か
者
が
変
え
る｣
、そ
し
て
巣
立
っ

て
各
地
に
就
職
し
た
若
者
が
、そ
こ

で
活
動
の
核
に
な
る
、す
ば
ら
し
い

取
り
組
み
で
す
。

▼�

関
西
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会　
　
感

染
対
策
を
徹
底
し
て
行
っ
た
リ
ア
ル
、

各
地
を
つ
な
い
だ
初
め
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
会
。い
ず
れ
も
他
会
の
参

考
と
な
る
特
筆
す
べ
き
試
み
で
し
た
。

▼�

佐
世
保
中
里
中　
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

全
体
が
力
を
合
わ
せ
、対
応
し
た
結

果
の
成
功
。休
会
中
だ
っ
た
佐
世
保

の
会
も
、子
ど
も
た
ち
の
感
動
の
感

想
に
刺
激
さ
れ
、
次
も
・
・
と
い
う

声
も
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

▼�

教
員
生
活
に
悔
い
な
し　
　
「
掃
除
」

｢

宝
物
フ
ァ
イ
ル｣

な
ど
の
、
素
直
な

心
を
育
て
る
教
育
は
、三
好
先
生
の

教
育
者
と
し
て
の
、強
い
信
念
と
情

熱
か
ら
出
た
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
校
長
、先
生
方
が
増
え

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▼�

静
岡
便
教
会
十
年　
　
生
徒
や
保
護

者
、先
生
も
巻
き
込
ん
だ
復
興
支
援
。

折
し
も
、今
年
は
大
震
災
十
年
で
す
。

現
地
の
惨
状
を
見
、被
災
者
の
声
を

聞
き
、
汗
を
流
す
活
動
は
、
何
に
も

勝
る
教
育
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼�

授
業
で
学
ぶ
ト
イ
レ
掃
除　
　
学
校

で
ト
イ
レ
掃
除
を
行
う
際
の
手
順
。

学
校
の
先
生
方
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
説
明
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

▼�

ひ
と
り
掃
除
の
喜
び　
　
掃
除
は
多

人
数
で
や
っ
て
も
ひ
と
り
で
や
っ
て

も
、結
局｢

自
分
を
見
つ
め
る｣

時
間

で
あ
り
、こ
れ
が
掃
除
の「
原
点
」だ

と
い
う
気
が
し
ま
す
。

▼�

私
の
掃
除
履
歴
書　
　
た
だ
掃
除

を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
が
自

分
の
生
き
方
に
ど
う
関
わ
っ
て
き
た

か
を
お
聞
き
す
る
欄
で
す
。京
都
の

福
井
三
千
子
さ
ん
の
、結
婚
前
か
ら

の
ご
苦
労
や
掃
除
を
始
め
た
経
緯
な

ど
は
、こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
お
話
だ

と
思
い
ま
す
。

▼�

佳
書
抄
録　
　

当
会
発
足
の
経
過

と
掃
除
の
す
ご
さ
は
、当
会
の
活
動

の
核
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

【｢

清
風
掃
々｣

に
関
す
る
】

○�

年
３
回
発
行
へ　
　

今
ま
で
は
２

回
。速
報
性
を
上
げ
る
た
め
に
。

○�

ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
化　
　

若
者
や
一

般
の
方
へ
の
浸
透
の
た
め
に
、記
事
の

ほ
ぼ
す
べ
て
を
、ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
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ま
す
。５
月
こ
ろ
の
予
定
。

○
話
題
さ
が
し
の
お
願
い

　
多
様
な
記
事
を
目
指
し
ま
す
。

・
初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
も

・
地
方
も
都
市
部
の
話
題
も

・�

ひ
と
り
掃
除
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も　
　

　

�　
特
に
、目
に
つ
き
に
く
い
地
方
の

話
題
を
歓
迎
し
ま
す
。名
簿
の
代
表

世
話
人
か
編
集
室
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
本
誌
は
、よ
い
話
題
さ
が
し

に
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
今
号
の
改
善
点

・�

執
筆
者
の
住
所
記
載　
　
了
解
を
頂

け
た
も
の
は
、記
事
末
尾
に
記
し
ま

し
た
。ハ
ガ
キ
の
や
り
取
り
を
す
る

な
ど
、交
流
促
進
を
期
待
し
ま
す
。

・�

フ
ォ
ン
ト（
書
体
）　　
印
象
を
変
え

る
た
め
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
工
夫
。

（
記
・
縄
田
良
作　
140-

0014
東
京
都
品
川

区
大
井
１
・
16
・
１
・
2
3
0
2)

予
告 【(

仮)｢

掃
除
道
記
念
誌｣

刊
行
】

　
２
０
２
３
年(

令
和
５)

は
、日
本
を

美
し
く
す
る
会
設
立
30
周
年
で
す
。

「
掃
除
道
」に
学
ん
だ
こ
と
を
記
録
に
残

し
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、「
記
念

誌
」を
計
画
し
ま
す
。多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

趣
旨　
　

｢

鍵
山
掃
除
道｣

を
、後
世

に
正
し
く
伝
え
る
記
録
誌
と
す
る
。

・�

刊
行
会　
　
白
鳥
宏
明
副
会
長
を
代

表
と
す
る
刊
行
会
を
発
足
し
ま
す
。

・�
記
事
内
容　
　

単
な
る
活
動
紹
介

や
、鍵
山
相
談
役
と
の
思
い
出
話
や

賛
美
だ
け
で
は
な
く
、「
掃
除
に
学
ん

だ
こ
と
」を
中
心
に
書
き
ま
す
。原
稿

は
、刊
行
会
で「
編
集
」さ
せ
て
頂
く

予
定
で
す
。600
～
800
字
／
人
予
定
。

・
発
行
予
定　
　
２
０
２
２
年　
秋
ご
ろ

・�

原
稿
募
集　
　
刊
行
会
で
検
討
し
、

後
日
ご
案
内
致
し
ま
す
。
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